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運動時白心拍数応答解析法による冠傘縮性狭心症由診断

佐 藤懇男・ι・ 下 村 克 朗帽

大 E 透"鎌倉史郎"

松久毘久雄“。地図正男・ee 長 谷川泰洋"

信じめに

定率縮性宅.む盆では襲心症発作に白内夜勤舗や寛解

朗自白のある乙と。種々の刺厳物質<>負荷で発作の鶴舞

が可能であるとと 器質的冠動保狭窄の程度と竃告書周

係しない"ζ とUどの特徴から鐙窓箱@発生機序と

して冠動脈血管盛の周所的信窓箱発生原因のみでなく，

それに加えて鑑窓櫨を生じさせやす〈 しているより包

括的なも領調節織鑑異常，特に自律鰍経性舗陣織能異

常の存率が鎗測されてい墨“ そζで富得体:&1110に

最も鋭後C反応する心翁""着冨ι遷動負荷に対す

.心鎗裁の応答特色そ解8守するととにより ζの主主窓箱

位決心症におげる心側調節機能異常を後封いさらに

窓後蓋盤による定率槍催事実心.. の珍断について検討を

加えた

Z 対象と方迭

冠奪縮性猿心症21例【男"例!女5例〉と正常対照

沼例〈男9.女')を対象とした窓怠結怯狭心."ま

ー過絵師上界各停う奥量的向典型襲心.""例H

た依震動膿造影にて冠窓舗の証明されたもの α1例〉
とした患な緒性政.t，，!::21例を検ヨU~I 1J月以内 ζ2

回以上自然健作のあ勺た活動閣のu例とeカ月以よ自

然発作を露めず" iI肱過呼吸...，.負荷でS著作の鶴

，をされ忽か。た非活動期の'例 ζ分怒した 扇動期と

非活動.，，，奪編富雄狭心室盆よぴ正常対照では平均年齢

はそれぞれ初土 9.'"土10，50%9.で袋は集(.身

長<>依霊もS欝凋に盤は無か弔た

運動負荷髭政と心狛設反応の周波数解g剛志既領のフ町

会会"“で行令た .. 動良市民験は少な〈とも泊均間以

上諸剤投与を中止の後，午前9・春闘分より行ヲたー

定..のトレ，ドミル歩行負荷(t.5 Ir:m/h， 10%)を19

分伺の凋，"固 on-off." 訟として与え 心笥む罰を

データーレ2 ーダに遠鏡飽録した咽叫 眠時心拍

散は電掠織を用い A/D夜型処されたデータから8秒間

院で.-.冊目見障の退散として測定換算した入力は歩

行軍動を1とし立位安惨をOとして計算した ζの入

力の自己紹関関普段と入力と出力〈鴨鱒心勉数)の相互

相関関数から荷量拠散を求め，それをラプラス変換す

墨乙とにより，心錨虫食樋節系の周複数伝通関"を求払

Bode ~fìlI上に表現し比E受験的した

n ，さ 果

立位支"‘分間の平均心舗数"活動員払非活動期是

奪縮性狭心症とE常対照でそれぞれ.84.9:l::1t." 15. 3 

土11.5，80.7土"-8b甲B で3ff.r.1lIC盆t念館めなか，

た.

正常者でほ運動溺始とともに心舗数ば愈巡に省却し。

時に初期のピークやそ@後の wpを形成するがその

後ば漸婚しプヲトーlζ逮し 運動終了とともに比敏的

急速に心舗数1ま総少した""よ'" ー方 程奪縮

性狭心盆では還動開始とともに心鈎散は増加し一過儀

@ピ タを作る""下".園中 P)が，その後除湿

勤中にもかかわらず心舗数は減少した C園中D) そ

の後は笛めて緩徐に槽I.DL内プラトーに遣するのも遷

れた運動終了後1まー造性に械少するもその後荷，''"

加し比般的大きなピータを形成し〈図命 Pa)，以後

概括した ζ の運動負荷民験で2良心症発作や虚血栓

ST変化を生じた.，，，剛志1例も無か・3た とのようは

運動負荷応対する心組放の反応異常ほ活動期の定窓縮

性狭心."の全例乙見られたが.非活動期の例や正常対

緑では1例ら見りれf，t.1J>。た

ζの心鎗放の反応異常を......図ょの周波数伝道聖

関放としてみると〈図') 活動期の定率縞位農心室

..間立・.0"センター研究所制飼内糾心.. 門 ・3名省屋市立大学医学16!O-!i調E



醐 飽 録 "新医学第39.Ja.!812.号

図1退勤負荷に対するι4az次の反応

土RI1.:iE'官対照を下康iま筆家.位決心霊を示す 1段目の包却は心電図を 2 段目ほ~5ィ Yピ ダ

ュ，:t.t!I'よる呼!R1I1I1'.t.， 3!庭園はA岨.のト ν" グ，ムを示す@己u迫!lt3.mf...iD) 窓文.思I
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図 ， n対照〈町.3単活動規程傘鎗性狭心盆 σ町，

活動期延翠S菌性決£侵 (AV)のι怜数舗節系

の伝達関裁を示す

よ段俗宗;0利得('.表示】そ。下段対3誌の自民組角
"'表示〉を示す〈罰事均値 !:II-'"銀.， 本文書原

では正曾対照 ι比し中周波放領域を主とする全域の利

得の低下と 中高周波数領域を主とする位指角の著

明信遅れという..，量的なIl化を示したー方a 非活動

期の例では低周滋致傷域の毎度の;JIJlIの低下を示すの

みで正常対照のをさ1と著涯をEめはか勺た

E 考案と鎗 悟

鑑勧沼票率，.の発生被槍として代鰍異常や自律神産性

心臓.."機能異常の関与が推S略されている 婚に儲家

的には鷲理学的および反射怯交感神経a受容体の如滋

により冠な績が爵鈍されるζ とからa受容体の蘭与が

縫目測されている，." しかし是遣ではa受容体総滋に

よる発作E踏をの再現性やa変容体遺飯刻の治.. 有効性

がいすれも乏しいζと同川からその関与に疑問が役げ

かけ切れ。志家舗の発生視序t孟来だ明慌にされていな

も、

今回夜々が禄察した冠窓縮性事時症にBげ弓心拍歎

の調節異常IまlJ¥!;>C.岬‘や虚血栓 ST変化を生じてい怨い

状.~で""されたものであ号 したが。て乙れは，，，.

鎗号れ富体の発生機自憶を反除するものでなく，その背

景にあ勺て鑑奪箱を生じさせやす〈している異常!す

はわち，忽循環を含めたより包活的山，C，'強 調節峨能異

常を反映しているものと思われる 乙の定掌篇位決心
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室の伝迫"'"の9・!I:iiE調書者に選定締畠尉直訴剰の・.

ro，泊闘を用いた崎""混鍵践の待徹c竺怠似していた

したがqて'軍事喝佳狭心室では生理的C!t.!I::t:対する逮

定線経の反応御奮が尊重し， それが本盆の.."の育長

に存在すると考えもれる

本検査議院検心盤健作を錫発する必要が怒し安全

で容at.;宏"'.盆族心症の摘Z防車舎断法であり，また活

動期と"活動期を判SIJ'!J催"ζとから本症の管理"も

有用であると勾えられた
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運動により ST上昇を示した狭心症16例目検討

量生活功/X.古賀聖士・

長図浩司・ 板家研 一・ 戸嶋 裕 徳・

低じめに

運動負荷誌..に省いて STよ昇を包めた放心症例の

冠動脈腕見I 臨'"像を納町し.翠動負荷箆駿におげる

町 よ鼻の怠畿を検討した

I 対象及び方濠

調屋において羨じ0:がつよく録わ払ヨ..玲の心電

図において異常Q援がえ乞(，運動負荷銀蔵において3

点より 0.0‘砂の鈎点で 0.1mV臥Lの STよ鼻を包

めた但崎例を，，，.とし九年齢は必......72.(平勾ω.5
土:7.1<<)傘例男性である 遷動負荷鼠or1.2階段楼

'例。 ト ν. ，ミル塗 7 例で~る 負荷髭峻隠午前"

暗から午後...の閣に纏行した岡山盆例の2回以復

@施行略即日圃聞とほぼ同じ時刻Icfi?た。入lt，長

I5例は~"!ttた 1 例俗労作時の胸諸発作時に心電図

ST上界を箆硲た 会例l己主主泡彫及び冠動家通彰を

行L、翠動様 Z有，.府医がは(， CAG~に白線発仰

.久留.大学1!!f!1I.三内刷

の包められ誌か?た例で".エルゴノピン負荷を行，

た

E 結 果

8然健作と運動負荷低昼食におげる STよ昇の籾位怯

1例医者いて完全区ーヨ設し他の例も ほぼ間じ観位

であーた AHA Q)基績です5Naょの有窓狭窄を阻め

ないe聞は‘例であ，た CAG中傘"に省筆動眼K'"

・'"咽められた 乙の‘例の白線発作と還働負寓時の

sr上....位低共に E皿・.V，であ，た 左館下行伎

の1綾E何度例tま7併であ，た そのうち‘例で術変脅患

に... が偲ゆられた ζれら@例の白保健乍と運動負

荷時の srよ昇銀位弘駒館甥噂であ，た 左前下行伎

と図鑑畿の 2M5:3例のうちl例でも右窓動'震の奪

績が包められ. n m aV，で sr上昇がみられた以

上のように自然発作と運動負荷聞の ST上昇慨位カ』

訟し CAG命に窓績の包め勺れた例でほ その時の

sr上昇..位もー致した
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'"に STよ昇郎位とa貿的冠動脈府百震の鰯位の調係

委険管すした Vl.5でsr上鼻を示した12例では2エ例

に左前下すす伎の有憲判'"を思め うちl例では右冠動

脈にも有意鋳震を留めた nm II.V，で ST上昇を示

した4例では1例のみに省建動尿病疫をmめ左右動

脈凋箆は認冶られなか，た V l.~ で sr よ界を示す

定例では左窪勤Z誌に高度後窄"''''が存在す}，jIJ!， 11 m 

aV， ~ STよ鼻を示す例では右冠動脈病変は程度な

例が多か，た。

5・a防負荷鼠験における ST箆化の経過の後討では1

回自と同等あるいは.それ岨上の負荷により 2回目で

はS例が再び町上昇を， 5，肘， sr低下を宋し，

s例が E 不変であ，た ".自の連動負荷訟"範行

目前s日間 ζ自燃発作を包めた例は sr上昇何でほs
例中5例 ST低下例では5例市 1例， sr不変例3

例では自絡発作はなか司た トレヲドミル鼠鴻中に

世上昇を認めた 7例について超大 STよ男持綱と

Double prod凹 t(D.P.)最大略期との関係を検討す

ると， 2例では sr上昇のピークiJ!D. P.のピークと

ー意せず殺到儲の遅れを示した 問問であ弔た5例中

.. 町は再現怪訪客みられず1例のみに再現性がみられた

図aに再現伎のみられた玄室量動蝦府援を有する例

最録医学第39轡 ~12号

を示1"，投.."の運動負荷""で拡運動開始後3分半

で D，P及び V，の ST上昇{孟共にピークとはり，胸

...覆にて運動を命止したその乱亙司自融援やc.

鎗"".を役与し問織の負荷民験を行。たが，いずれも

ほぼ同一-c1)D. Pで STよ昇はピ タとなり運動時聞

の延長はわずかであ。た図1右の9諸甑刻役与にで

還周即時聞は扱も延長したが中止時には周爆の D，P 

で ST上昇と胸痛の幽現を留めた

][ ，暗 ヨE

今回の運動負荷区裁において STよ9専を翠めたお側

の検討では安静殉興作と還勤負荷時の ST上昇鶴位が

ー脅したまた F叫1町らuや思郎切組カl是動淑逮智臨

時lζ畠転車u ゴメーター民裁を行い，直接，運動負

荷場とエルゴノピン負荷"の窓舗が岡ーであるζとを

磁恕していaょう広志信号究でも道修中に'"められ

たな績に対応す.領舗の sr上昇が運動負荷民験中に

包められたζとより蓮動乙よ，て家箱が町発され得る

と考えられたまた漢江ら"が運動負荷鼠験を早"に

行えば高観度に後心岳を局発でき.と怠ぺて1いるが.

安置，略発作が鯛宛している時期には村山ら“の結果と

周じよヲに早朝ばかりでなく日中にも運動負街による

.d.bZ...b. 
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ST上昇の再現性を臨め畠例が多く I 皇然発作の隆快

とともに鶴宛が園震とはる乙とや.W~illu ゅ"がすで

に綬告しているように世よ昇か温効中または置後に

発生したものでも sr上昇が運動申止後の碍帽の経過

とともに増強してくる例もみられ D.Pのピークと世

土4専の最大値のピータが岡崎でない盆例倉零老まする ζ

とも運動とより訴発された莞作とはいうものの 曇質

的宏動採渉窄にもとづく心筋酸繋需要供給の不均衡で

は脱明し11.:<<"H動原の率摘の関与を示唆する際見

と恩われた。鐙動目眠術夜と窓砲との検射では左冠動脈

では町上昇を伴う震動療奪縮Iま高度後宿病変に生じ

やすいが右窪動燃においては病変が径度であ弔ても電位

指が生じ.ζとが多いように思われたまた D.Pと

E 上界の最大信のピークが同時でおる盆例のなかで

ほぼ岡1;D.P値で町上昇の再演位を示す例は冠動

脈恋績だけとは考えられず混麗ら"が冨うように冠動

尿街夜が高度でむ筋酸業需要の細大がその主因である

と考えられ.例も臨められた

まと め

還動負荷鉱践によりS再発された ST上昇は

毘 a 総"

日大郎分。症例では運動で民発された窓事箱を反

映していると考えるれた

')注意動，"慣織に町上昇の留められた例では定

動脈病変の高度な例が多〈 右冠動"領様では径い例

が多か司fご

')再現住が包め切れた例では， 21m自の運動負荷

訟験前の自然築作の観度が多か司た

') sr変化と D.P，のピーク時炉がー君主しない例

lま運動によ，て瞬発された冠動"窓舗を示後するが，

岡崎であ.例は"信の器質的病変によるものが含.れ

てい.可能佐が示唆された

文 献

1) Ful1er C. M.， et a1. : Am. J". CardiGL "6 ! 500， 

1980 

2)服脅寝ーI 他心IS: 13(8)，90丸198L

3) Yasue H.， et 叫。rcul&ti。且"鑓.s.197~礼

的村山iE~，他.c.<< u(3} ， 349，1982 
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心筋梗塞後の運動による ST変化由経時的推移について
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領・中野 魁・
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岳・

竹沢英 a~・

隠じめに

急性心筋梗塞後の運動負荷民験の内野見を経略的 ζ比

較した鰻告は少ない今回閣々は心箆寝塞後''''のト

レッドミル運動負荷院験を姥行L内運動による sr変

化の経略的推移について検討したので綴告する

Z 対象および方法

対象は急性心筋梗塞発症後初回以怖にトレヲドミ w

.三重大学軍学c.ー内軒

最大運動負荷を行勺た患者のうち再度開ーの翠動負荷

民験を権行しえた17名(平均向池全日放)である 初回

運動負符民検〈以下1st) と2回目の1I動盆荷鼠駿

〈以下2nd)の間隔は8.....45ヵ月(平"'1土l1tJ~) 

である 週間防負荷法は B_の夜法による多段貴ト

νヲドミル運動負荷であり。何らかの自覚症伏が出現

するまで行う sympω也 limited~医大負荷法とした。

運動負荷民験1ま1It.， 211dとも周防犯と行い，交

感神経遮断a，亙瀦酸灘!カルシウム指筑震の役与を
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うけている場合"担用中止強"時蝿自ト時過してから (N-，η 

範行した彊動員荷~，中，撞5分まで 1 分Cと iι12 .， 

躍尊心電園を'"量C，岡崎IC....;I$f畠，ト血圧計匹よ

り1Fト喝留にて血庄を掴定した.心電園よ STよ鼻"

'p<>皿t よ "O.04~. ST低;'1'I:l1 p曲目より乱咽

骨骨崎点で運動によ畠斬k.f.1s.化を齢制した縄られ z ..， 
た虫値のh'"学的検討K怯 WiI<o副.-抽岨"'"岨

国且を用い P<，舗を.，14gとした+

E 鎗 果

← ‘n 
凪1

〈リ ... 園町・...w.DI'叫.c:t(PR.P)骨量化

飼2 退勤による STよ鼻咽准移

例・'7)

'"と 2固dの PRPを比e愛すると ~・"では

宵弘司に有'2:'1量を留めないが U勾t1 (L 7 "'pt 

IO.¥'d)の包捜 Z還動で112 d で有:'ICPRPが繍少

していた しかし.. 大道動的で陥商問占 ζ有'sr;aを

認め池か弔た@国 "

。

-， ロ剛
園・・ 。

割

1
2
 

明

伊 司 ー'削

Z
-
E・
E-包
・
刃

ト

ω

叩 i
p 

国， p，省側"司胸..姐I1tt(PRP) O)医化

，.， 量動 ζよ.srよ昇の"・8

a長大運動憾の計上鼻白0.I IIIV)の..も著しい

岡-m湾にお貯る..化をM討すると。'"で隠'"町中

"例KST上鼻を忽めたが.ζのう包l例を除〈すべ

ての例で'""<は智T 上界の滋高あるいは:~$俺を.. 

めた ，，，で ST上易を示さ"か・2たS例は 20dで

も ST上昇..留め芯かーた咽"

，.， 辺動によ.'"低下の他穆

運動 Cよる ST低下 (注O.l...V)は'"で1111例

φSfllcmめたカ丸 2ndでもζの6例は ST低下を

包めた ζ のうち3例ではさらに Sa下の程度が増

益したまた ，，，で ST低下骨量尽きはか.，t.:11例

， .， ，~ 

， .. ~ 

罰 S 還ヨ砲による ST低下の盤穆

のうちs例は，.dでも，.化を，.硲なか，たが 3例

で舗たな 5T低下が出現した(図.，

E 考 建

心筋~.後の長期 ζわたる選動負荷際見の惟伽ζ勺

いての傾舎は~誌い豊助.. "鎗についてl孟今回の~
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究でlま，，，に比較して 20'でa医大運動時胞が勾加

する傾向を毘めた しかし最大運動時での PRPには

有窓な差を包めないことより.llt. 2ndともにほぼ

問縫の心院への負荷が得られたものと考えられる

寝室後の運動によo."上昇(注O.lIllV)は，そ

の後序"不明であるが..Iii'絡のごとく""'の高度墨書

動異常を示唆する所見と考えられo" 今4屈の研究で

は'"で包録された."上昇は 2，dではほとんど

すべての例で訟粛ないし怯消失する傾向を包めた

..凶.hOgりも前昼夜al2例で向調慢の結果を布告して

いる副 乙のように翠勤時Cよo."上昇が盛運鋤異賢官

と密捜な関係を有するならば，町上昇の抜高は経時

的な益事動異常の改善を示す所見である可能性がある

J~ffrej". 軍制，.，.“も寝.. 後の心機能の改善は星

運動異常の".によるものであると鰻告している 運

動による世よ昇の機序とその昼時的変化はζのよう

えな程遠動の後S底的な改善のほかに，電気生理学的機序

も考えゆれ.今後さらに倹討が必要である

一方，捜.. 後の遷動によZ5官伝下怯今回の研究で

は会側不変でありむしるその程度が槽強する例を臨め

" 録
踊 1

た梗.. 後の運動による."低下(副 'mV)は星雲

級のごとく冠動採多... 何度を示す目安晃と考え切れ尺

そめ後均的変化lま電動"街変の推移と曾僚に関係して

いると恩われる もしそうでおれば寝室後の運動によ

o官低下ば電動濁明夜@進行程度および予後の惟定

に有用な指..と考えられあ

鎗 暦

1)心S害援蜜2設の還動乙よ<s，上昇は経略的に歳

前らし〈は珊失した

" 心筋複.. 後の..動 ζよる."低下4ι衣変もしく

路増大し九

文 '降

。山門紙他心臓 15; 438，1総之

2) J.B.AtterbOg，et aL :B~. Beart J.83:871. 

1911. 

3) Jeffrey S.息.tt al : Am. J. CardioL 46 : 1， 

19ω 

.，毘阻richR. 5.. et aL : Am.. J. CardioL舗

407，1976. 

産血性心疾患由連動負荷にお吋る Upsloping型 ST

降下の臨床的意義

鯵坂隆 一・.松 本飽馬・ 海函事宜・

I!l図 要・.飯図I!治' 小川 剛・

松図光生' 杉 下 'Il郎・ 伊露 B侵・

"じめに

週間負荷時電掴におけ.QUpslo円ping霊'"降下を

心筋虚血の所見とするか否かについてば定位がない

本研究の目的t主 要動負荷心電図におげる s，降下の

裂と冠動ilAOj';f:，循碩緒指様などとの関連につき検討

す.ζとにより， Up.lopi固e型 ST降下の臨床明窓

'.芭犬幹事朱墨俳系内鴨

畿を明らかとする乙とにある

Z 対象および方法

対象は.. 状の安定した労作狭心症患者31例であり，

a李総53.3土色 1愈偶像_70叫男怯包例，女引例

であ勺た 歪動負荷民放路，シーメ ンス紙製電気制動

型エルゴ〆ーターを用いて臥位にて範行した各症例
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ともu.μ、し 2@0')予俗賦換を鑑汚した，.，本誌換を

行qfM 負荷の様式法 初包負荷量を 0.5-1Wlltt/ 

同 としS分どとに O.5Wntν同ずつ増量する方議

とし 終点lま 8趣向藷あるいは下政策労にで連動向続行

が不能となqた湾長とした負荷民験中ほ. 1分どと

に 血匡測忠心電窃記録を行い， .(.，1自数と収.'"血

底との積より RD.tePre-錨ureProduet (以下 PRP)

を算出したまた肘野原"穿刺畑砕を留置い，，，.時

およびQ巧必点まにおいて"-T"20園町Cを急ti!鯵注し.

-@通過法による心プールシンチグラフィーを行い

左豆腐出分11' (EF) を測定した運動負荷心電窃上，

宮降下EUSRより '.08砂の.~に晶、て計訓し. 0.1 

.v以上を有量としたまた白金側，遷勤負荷嵐験よ

り1カ月以内に窪動操逮修を，.行し 主要電動'"支の

15%以上の狭窄を有患を民窄とし震動認の.. 窄宥涯を

相直νた

n .. 繍

対象は，負荷'，c，電図における ST降下の型および定

動"諸膨所見より，以下の 41障に分類したすなわきL

"母負荷心電図よ Upsolopioll型 ST降下を忽め，

..新軍学第"場形12号

鐘勤原温g修上h有意狭窄の江い7症例.n.草負苛心

電.，止己虚血性 (Horizootalf:，いし DOWIIslopiog

霊)sT降下を忽め，定劫家遺影.t，有意狭窄のない

4盆例.m，事負荷心電図ゐ UpslopIrag型 ST待

l'を..<>.量動原遺影上，有憲の狭窄を包めた7症例，

W翼手負有心電"ム虚血栓 ST降下を毘診冠動さ壊

に有S決壊を..めた13A.g略である

以ょの分銅にもとづき.Up.1同 w，型 ST降下と

""包型 ST降下の比畿のため.11軍 E欝およびmI写

<VI単について婚'tli.を沈依した

実修崎 Eおいては. m!障の収縮期血圧がlV'専のそれ

より有震に商か。たが他の指楊については各群lr.."lに有
窓釜を留めなか弔た(夜 "。

ーヌ抗負荷草寺においては。心根数，叙'"期血圧L

RPP，最大 ST降下度については E群 n"およ

び皿欝 lV'障の 、ずれにゐ有意差そ包めなかった し

かし EFについては .. 写 E醇では有怠をを怨め

なかヲたが m.障とlV"とを比依す.ι 前者が有怠

に低値を示した〈袋町.定動E最後窄後致をみ.と，

m"J.l1L 9土0.9.本.lV欝1.11'2.1土O.9:本であり，胃製潤

に有愈:l.を包めなか勺た

表 1 安静的におiナる循環路指.. 

む治 議

収包 m
血圧(且唖耳"

RPP(xl町

E 慣〉

心拍 '鼠

収血Æ~"~)
."【".勺
EF (，'15) 

， ，手

7ゐ'全IS.S

ln.I:!:15.1 

"・士宮a
'i.~:!: 5.6 

E 惇

18.3:1;1・‘
IS(I. ~土 10. 8

10. 1主 s.: 

11.5:: 8.1 

. ，尊 " .. 
". ，金... “5=10・
51. 1己二.ピ当主13.8

10.:士:.~

S2.3:!:10.2 

8.8: I.S 

町 2主n.I

• p<O.ω 

表2 逮勤負荷椅に担げる循環路指標

刻 E m 

1訂 .9:T，g 130.8:19.1 • • 
四 1.l:!:国司ー ，n咽骨土13.:

島...士... 11A主..， 
• 

11.5:!: 3.8 19.3:: 4.1 • • 
O. l1=O.~ O. :3土色。@

. .. 
2・'<.9:!:1。
• • 
lTl.7:!:・'-'

...土... 
J • • "・ま"札S

" . 
101. !合 1:.1 

"'・ま16.i 

16. I土'-'

“1土問。

-一」ー
O. 19，主0・s 。18:!:0.03

.，く0側 ..p<O.Ol 
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つぎに。 Upsloping型 ST降下を示した，.例の中

で 鐙a跡指定富良明震の有無による差異を検討す墨ために

11揮とE携について各指視を比叡した安倍暗におい

て応いずれの指慣についても!両容聞に有ョ，差を認

め認か勺た(!!1) ーヨ民負荷時lzasいては。収縮

期血正については商群聞に有窓差を包めなか。たが

心拍t:.RPP. EFについては いずれも 1.障カ晴."

に商鐘を示した〈褒2).J医大 ST降下度は雨量得..，乙

有窓差を包めなか勺た(表2)

つぎに，血.."におげる ST降下の"について検針

すると 1欝においては7例中5例が Up，loping型

を示し. 2例は虚血型へ変化した ーヨヲ.m.撃におい

ては7例中1例のみが Upsloping霊を示し他の 6

例ほ虚血型ヘ..化した

m ，時 醗

運動負荷 L霊園において Upsl句00'盈 ST罵下を

心筋虚血の所見とするか杏かの判定は鑑しい 健常人

においても遭動により J点の低下を生す号 ζ と，長期

間の経過観察により冠動脹疾患催患事念抄ないととよ

り!負荷心電図におげる UpslopilliI! S7降下の臨

床的愈穫を疑問視する縄告"もあるが..UpslopiDg 11 

ST 降下を示す'"聞の~にも冠動原疾患患者が含まれ

ているとする縄告もある" 今回の結果"おいてもI

UpslopÎII8'型 ST 降下を示したM例中?例(&O;'~)

は 窓 勤 評迫彰上有憲政窄をaめた UpslopiDf:.，ST 降下を示νた定例の中で冠動Z震は有志袋帯のな

い鮮と窓歓，.に有愈狭窄のある携の負荷碍~，目指様を

包 録 出ヨ

検針すると."者'"負荷終点にお砂る心抱厳， RPP， 

EF ~後者より有意に大であ，たことは両者の鑑別

よl 有用と考えられる また回復期における ST惇

下をみるとl 冠動服装窄のない例では UpslopiDg型

より虚血裂へ変化するものは少ないのに翁し。定動脈

に有'"史窄のM 例でt主i 大節分，虚血"へ11'化した

.....両者の盛男と有用と考えられ否

一方，定動脈iζ有"狭窄号""めた定例の中で負荷

終点において UpslσplDo:型 ST降下を示したらのと

虚血裂を示したちのを比設すると 商即.'"定動脈狭

窄校数.C拍厳， RPP には差異をEめ江か。たが

EFば前者で有意に低か今た との機，.としては.m
鮮の安鈴時血庄が他軍隊より高か令たζ とが何りかの関

与をしているのかもしれないが. '"時数も少な〈明ら

かとしえ'よい また，今留は，.，."爵毒心電図を用い

た検討であり Up'liopiq JI巴ST降下を示した例乙

おいても電径の位霊を移せば虚血型 ST降下を認める

可能性ほ否定しえない

結 倫

冠動脈疾患とおいて運動負荷量考.Updoが.011'I'l ST 

降下を示すものと虚血型 ST降下を示すものとの聞で，

冠動脈疾患としての霊盆度に差異はないと宥えられた

" 献

1) Robb G. P.， et aL : JAMA 200 : 918，1鈎7

旬以脇氏 R.s.， et al.: Am. J白川胤釘臼.

lS守&
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狭心症患者における運動負荷後四 ST低下自体圭面分布

八巻遜

久保図

立木

安寧， 抽

功・1. 金

指'¥ 安

図

谷

弁

隠じめ ι

運動負荷後の心電図変化から心筋虚血の定量'"持及

び部位..~がどの程度可能であ.かという問題を検討

するたゐ夜々陪体袋面電位置を渇いて負荷後の ST

低下の体表面分布を明りかにし!冠動脈造彰 (CAG)

及び負荷t沼紛1負荷 Z岨珂r担 (E.一征P()所見と

の対比を行弔た

ヱ 対象，.び方法

対象は心筋便番困醍径のはい労作盤狭心症患者会l名

であ. 金例に CAGICて少な〈とも 1本の冠動保 C

'"盤以上必有意貌窄念噛飽きれてい忍ー綾腐変は23

4島(RCA9. Tu¥p ll. LCX3) ニ~，可変 I!S名三

綾"'..は10名であーた亙還を大"箇.dmill負荷問後に

て中国電子箆 aPMト.51閃"安置を周L 幽星上.81~足よ

り厳密18lt，C'i1留を記録した包録はすべて安静呼気

位にて行，た いずれの g脅迫事においても Z点かる 60

...の均点で O.05 III.V 以上の borizonta.lあるいは

d陥WI1s1opiDII の ST.五マ~iI!忽められる場合を有怠と

考えた

運動負荷T1一品1心筋総Iutigramは豆最大佐咽d.

lI1ill負荷終了前 1分に τ1-2012mCl&注L何負荷終

了S分後から抗悶sim匂@を.3時網目長から制勾.. 

i....を4方向 (RAO3lr. iE百 LA.O 45' 左側

面}より想像した 左~.P.野の r叫istribu t.io自の湿

度は左'"ゅe領域(中風前島側壁，止尖鼠下島

後盛)につhて R“istriblltioDid偲 (RDI)として

寡也した左童全体としての虚血"血鎚..  幽 hout

m句 (MWR) として算出 した

冠動探迫彫の評鑑は Pujad.asらの界倍能に従，た

すなわち RCA.，LMT，LAD，RCAの‘主要提出尿伎

“山形大 P医学..内科 " 名古屋保健術集大瞬内科

ζずえ・l 秀・i五十嵐

殿間一

渡辺佳

郎.. 

，." 

置・ι

ー制

昭一

ICiE1O {~e めかb完全倒. (grade のまでの8

段踏までの盆凶n をつけた 4主要起動採伎の ~n

の合計を算出し冠動尿病変の... 皮の借績とした

E 結果及び考jj/

体表面よでST低下."示した爵通事煮の数倍P匂'"舗

による∞""'"鈍0"の合計と r...O.10(P<O∞01) 

の有窓忽相関が存在した〈図川更におx-MPIが

施行された31定例において ST低下を示した野猪点激

と左窪金体の虚血の街縫である MWRとの聞には r

=-0.鈎 (Pく!J.0001)の有"'''送船膚が存在した

〈図幻 したがq て ST低下の広さは冠動尿病変重

症度及びI 左室会体の虚血の程度を非侵2霊的に定量鈴

阪をする有用な"様であると考えられた

n ，oo‘脚l m • 
喝l

.. 
'‘ 1 

• • •• • .. 
10. • 

1@ :ィ:: • • • 
o 5 " " ぬ

話 羽

川伸・tS! d~ .. 叩

図 .ST低下を示す銭湯点設と Puj羽却の

∞ronary sω"との関係



間録毘u儲)'''. 昭和"隼".

…，....-， ......， 

.-・2

L・2品

w ・'"叫u ・loc'f 

"・・3

ω 

" 
M E

i
 • 

" 
.， 
.， 
" 

.....函館"箇町四tdd鶴見鶴及び Iuurior
tra.n.i."t d.f闘"におげる遂動負荷後の
ST低下分布

図 4
~ '. " " 同

ー

6 

'"・ ~...Ion
ST低下を示す鏡導魚訟と皿・anwalh加 z
m句 (WR)との関係

"."・.，.1 

図 2

sr健7領緩は..，."..・のれを中心とした左前

駒応 ζ多 < mJ:>~札前...眠在よA躍を頭車とし左右

に広..る三角形状を長した次に 一敏E何度幻名につ

.健怠動脈倹と E 低下の分布a，えとの拠温をさ貨討し

1.AD11例.RCA. 7例1.LCX 3例の各穆調突は

沼..... 動脈畿にかかわりず，引をE炉心とした左前胸

鶴に E 低下領様を有した〈図的更に

-即山胤叩."U'刷。..'T 001"“山

幽酬..~.Cl胴崎 町時，..・a

r 5Ji) '" 'e・2
&

3

2

a
E，'世:

にさげる心E虚血鶴位と ST健下@分布峨えとの聞達

也を検肘した乏'""'時@虚血を"す RDIo異常が

僻塁にのみ存在した"聞と 下~にのみ存在した 8例

について sr低下の分布儀式の欄温l意図められなか，

た〈図‘〉 以上より労作怯袈心底患者において還動

負荷協の ST低下線式かり寵u螺綾及び'"血邸位を

指定するζとは路局長上国是であると考えられた

lOO (7111) 

信

労作位狭心室皇者の u・dllllUjl荷前後の sr低

下@体表罰分布に関し以下の鎗鎗をえた ST低下は

左前胸闘を中心 ζ限められ その広がりは冠動尿病変

しかしI 忽袈窄舗の勉定は菌鍾

結C 113) '" 

の.盆皮を反映した

でお，た

，‘
E

，‘
3

2

1

 

被4、盤技..変患者におeずる辺励負荷役の

町 .. 下分布

図 s
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運動員荷心電図の偽陽性反応判定にお貯る体位白露響

中島敏明・ 村山正惇'

川久保 清・弁よ寛一・ 宮川 寛'

小野彰一・ 板井 勉・ 加腐 紀 久・

はじめ伝

運動貧府心電図の判定上沼佳と判定されながら虚血

反応によらなL、いわゆる偽掲佳反応の判別ば'"床上き

わめで重要ほ問題である 特乙ふだん痘伏がな〈 虚
， 

血性心疾患のスグリ ふングテストとして行づた運動

負荷でだまだま ST怪下を示す定例がかはりの績"で

認められ，無箆鴻者または搾定型的胸痛を有する人に

関する本布告の Pttdi~ti.. ・.01凶はかなり低いと考

えられる またi 女性の運動負得心電盟では働珊性反

11;;'多いζ とはよく知られており，女性の判定基準は

男性と別にし低ければf.r.;広いという様論もあ忍 と

れもの女性における ST下湾には白後神経要置が関与

す昌c考えちれ否が それはしばしば臥位から立位へ

の体位変更により出現することが知;ttてい弓 本笥

告は女性偽陽性例の還動負荷心電図の ST.Tの団

復過涯を鼠位立位にで程緑し，荷者の比般により偽

脇佳反応と賓の陽性反応をヰR別す弓民みを行勺たもの

である

Z 対象並び!こ方法

方法 まず臥位から立位への体位交換を行'P.つい

でトレヲ V ミルを用いた B~~ プロトヨ ルによる

多震滞式iIIh負荷を行弓た心電図包匁は還勤中

後:分ごとに行令たが.負荷終7後の定録は。まず立

位にて行い十分芯回復ののちに再び閉じ運動負荷を行

。た...葺ちに臥位とし心電図を記録した 目覚的

Ma:rlmum及び虚血盆 ST変化を佃dpo1o.tとしI

筒体位l出 eする園復過程の半胞に対しては l~ 以

ょの水乎または S&gIPng盈 ST下梓を認めるおの

を揚伎とした な右! 鶴岡非定型的胸痛欝および虚

"性心疾患震に対しては，MIIrquette祉の CASEを

用い両2患の体位の変化によ~ STの変化の紹逮につき

比綬検'守した

E 諮巣

非定型胸崎市髭で¢再生生位による STの変化の実例を

示す図"ま 36般の女色例であるが BrU¥lem度に

て息切れのため中止し 立位にて終7t量3分 D.m 
.v，で水平裂から紐e玄関軍慰の 1盟国以上の宮下

樽がみられ，乙の変化"負符後s分でも縫いてい.

虚血反応陽性とせざるをえはい図2は同じ負荷を

対象 トレヲドミル負荷心電図立位担録にて 1.血 行った後に直ちに臥位とした運動直後の ST下降は

以上の水平またほ s句官...型町下俸を示し脇佳と 立位の時と出ま同じであるが運町後の回復期とおい

判定されたが盆床犠から虚血性心安患とは考えがた で!立位"みbれるような n.m.aVrの S&gg1l1g霊

い"定型的胸t冒を有する女性"人 〈平間年齢"綾)

うち番人にで川、ては".. 勤辰造"上関変のないζとが

15人については運動負荷タリウム心筋シンチにて英

需のないことカ議飽きれて也、る その他の5人は。 ι、

ずれも39"以下の若年者で窓危2貧困子を有し2hL、むの

であ勺たまた乙れとは別に典型的狭£備を有し，

Z覚的事実窄の信怨された15人をコント c ル欝とし，

供品位"と比依した

-掬烹週.. 有~繍積層内容キ

2・白隠

I~ 

u J.A.;..!.，九
回叫

...占出ζ

..コλ二A
司 、

一

直・ ，. ♂ ，~ 19 

たア?で γ汁さつでTさ でや下士一一一 ι心中心 L「- r - rィ三一 一「ー ーベ4Hhh JFZJ壬f土 ;主

dFIJiぺ竺工二三荏
-J2二ι 五三

図 E 運動負荷心電図立位記録 (S.Y 鋪息女性J
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分でも続いている 方!運動後臥位では急迫に

改善をW;..，saggin， 112 ST伝下を恕めていない

本症例依，冠状動淑温彫上I 異常を毘めていない

のような立位臥位の体位の..により判定が異なる例

が 18;24人 (75~切にみられた S人 (25%)は臥

位記録にても陽性c判定された

図4 は 冠動緊迫修"て雲質的疾患の，，~られた例

ST 

乙

丞』
ム

一 二μ... “.. ，笑む重Z
国 4

ST下待を毘必ずl わずかs分において'"附ion瓜

型の ST下障が留められるのみで判定は陰性と恩われ

• 図"孟52践女性例の CASEによる ST下障の自動

"録である Bruee m II: I ~て， target hcart ...uに

て中止したが。運動中.lI.m.aV.，V.で 2=の

ST低下を111<>運動後立位では 1mltl a土め...

gll.g:型肝下慢を示しており， この夜耐ま負荷後s

町戸

の負荷I'L.'電閣を示しであるが，立位臥位とも水平

また t~ ，砲が.，型 ST下降を示し。その図復過程に

おいて体位の愛を偲め絃い 曇質的意技窄を有し ST

下降カ実の陽性と者え bれる詩人ではすべて立位臥

位包録と色脚色で体位の差より刺乏が異なる例はな

陪

建動負奇心電図の判定上，しばしば問題となる女性

の碕鴎盤反応の鑑別と還動後の心電図E織を立位およ

び臥位の高体位にて比叙する乙とにより 莫の陶伎と

朝日間できる例が75%にみとめられた

繍

か勺~

CAG :iE# NOA  U.B. 521&.女性

阻s
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"'血性心Ilo曹、民おける VCGおよび ECGの

運動負荷による QRS雄高田変化について

一 級血的指様との直後対比一

回復 芳一..前回利裕・a

-石関*敏・ι 相原

ほ じ め lこ

返毒事...血性心箆患の運動負荷心...，盆臨時ζQRS

後高の変動が噂固されている その段包についても電

々の股があるが。未だ東立したもの11ftい著者制玄

.，ν=印ーターを用いや寄与度の還働.湾民験をlI!行し

た その際の心電図 QRS.食高の度化とm血的措療を

置後対比しゅ QRS波高ι変化の診断的.Uおよびその

成函について後射した

Z 針象および方途

E 射a
'"時採盗・5をS在行した定例のうち 有_.史窄がな〈

左室温影.正常であーた"例〈男7例，女5侭平均

“".，をZ官官例とした 窓動脈に察組問"l!.l上の有

~，.窄司".めた虚血栓心安~."例を 安鯵時左室遺影

に異常を包め低い 1型車"例 《男7悦女S例，平均

5;;.5<<)と叙緬異常を包泌る.""例 t日開21処 女a
例司1t~. 1怠〉 に分織した

2. 112長

連動負荷髭..は，心院カテ テル.. 歪の際に仰臥位

自伝".ルゴメーターを用い 25Wから3分ごとに

2SW ずつ漏増す畠多段婚負荷桧にて諸行した 心電

図は V，I・..および VCOFruk MiIJ CX， Y，Z)を

運動負荷.".で包録した ..，的f・s・として.....旬
カデーテルによる左盆鉱賓終期a.S..q...Gac.: 1Jテ

テルによる心係拡また進室迎~盤により左室忍出

$および左1I拡蚤終期容量係数をみた 乙れら各箔舗

を連動術後で測定した

.‘4、銀・e十司，..薬掴z・a将 -..大...司，.，・ニ内"

令.、 議 樽置"

E 錨 調隆

E 量動負荷による心電図 QRSill粛の変化

.'に正常鰐および虚血栓心疾患E患の運動 ζよる心

電図 QRS抜高の変化を示す 正常鶴と~，! !尊で後高

度化に...司量生じたものは ZlI!fl.S波. z毎週事(R

+8)後のみであ。た 乙れ切の僧績は，虚血絵心疾

患."とZ常鮮との聞に盆異を生じod!. I!撃と明明

には筆異をmめなか勺た

L z!翼渇".の変{とからみたa血性心岐翠の

...康司区

O. 02 IIIV以上をZlIIilJS鍍の度化ありとした場合，

正常..では増大9例...少1例不寵2例であラた

虚血性必..'"草ではそれぞれ11.例I 鈴例. 2例であ?

f』 ζ の繍果.z努事S被援高抱よぴ不変の虚血性心

E定患の.."，区".感度総 4"; 特異度15.0問看であづた

S 温動負荷{ζよoZlllilJSillの噂""事と議少"の

徳島的指舗の比慾

a血性£幌*例伺うち楢大震と様"'.. 巴っき，心臓

能指舗をlt校した(表的。 "'Mに有.-差を.. めた

のは。安静崎心係数および..動後の駆也事のみであ，

た za.s波増大野では，遷動後駆出事院増加する

のにltし語少鮮では遣に減少した

・ 温動負荷民組にお11oZlllilJS遣の変化と左翼

'"島司障の変化との相調演9・

園 1にζ@関係を示す 前者間"は F・O.W，)h: ~ト

~.l'rl の隠曜まが成立し r・O.，‘ P<O.Olで有'"

，，~阻闘を'"めた

m .. .. 
lI....褐民殺にお"る QRSill高についての続完"
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表 1 正常コントロールおよび虚血性心疾 患例の辺助負荷による心電図面高の変化

【"EE・Z叫1:) 叫(.・"ad:) 【沼2 ・EH10〉
盤 ZドE
(11_29) 

tr. ¥'. _1.3士... _0.5:2.0 _0.''''1.9 _0.，*2.0 

. 阻 -..自=。骨 -.唖主... _1.2:1.3 ー札S主..，

.RY _0.7=0.8 _0.4:tl.0 _0.....1.0 -0.4土...

..， _0. z土..， _0.4:目.， _0.1+0.5 _0.6土... 

•• • .詔 十 LO:0.9 _0.1土u O. S"'" 1. 6 _O.6=1.~ 

•• “ 
'" CR+S)Z ...土..， _0.5:1.5 0.3:1.1 _0.11主..， 

品SMQRS 札。:1.5 _0.7土... _1.''''1.5 _0.8:1:2.4 

~咽虚血性心摂車.ロ担〉ーE 収摺異常←}罵. 1H0-1I，収描異常(+，凪

SMQR昌司室間守グユチニ‘-" QRS.単位 .. 
.P <'骨a 師 . ..P<O.OI 

表2 z属専S症の変化別の運動前後の観血的指揮の

比紋

留〈nf包・犬1η• s〈zEぉa・su2z0m〉

前 l!.a"'-1.9 1:.0土..，

F〈xEF l仰) 置を 剖.0:4.喜 19.8土‘'

" 
剖 ... 5主'.M 1.93:0日

e 〈gfzmつ a長 5.40:0伺 5.0¥1:0.&且

" 
白血土O.14 .. .聾士O.13 

E‘F " 
~ ..，O士O.15 ..自主O.12 

前 11.3宇‘ 1 却J土 ..

L〈EVEEDE也P〉後 29.8主... 35.1"'10.6 

EM〈ED2Vu /阻"

前 闘 2:!:U.I Tι，+，且1

後 15.S+16.4 T且l:!:9.5 

PRP，p間""...... prod叫，..岬D:.E.F. 
昭尚$， LVEDP 玄怠~.匡. lilDV ;..de%'主主絵

m容量係致i ・・，<.・1

多いが本研究のどと〈観凪的指援を，..接対比した報

告は少ない Z鴎君事S放の虚凪性心疾患での援少は。

単なる水平窃図 QRS湿の彼方偏位鋭では脱明不可能

である。著者らは。 ζれと心織能乙とに左箆II!出2居間

関遣を?量定した その理由として。@虚血性心疾患例

のうちE務 {奴箱異常例)のみで有怠にS波高が様少

した ②"産高減少要撃でIま翠動後駆幽$が低下した

②S渡変化と，，~'"変化との閣に相周関係があラた，

"があげられる 左差駆出寧ほ運動乙より正前例でほ

増加し 虚血性心、疾患例では虚血の副首大により議少す

2 

舗

凶

. . . ~ 
ー・-ー-・-， -予ーl

"" 
一"

. ー狙

-0 

...【制

行 寸四

，-・"e<・m

図. .，レコツーター運動負荷鉱織にお砂るZ際司事

S訟の変化と左翼駆出$の変化の相関関係

両者には E・a比 P<O.D1<tl良い栂関があーョた

るとの脱が一般的である VCG前後方向とくに後芳

成分の心包電力の運動による度化乙左室鹿山富事の変

化と問織の複序カ帯夜する ζとが芳成された

本研究でのZ爵噂S波誠高ないし不変の2診断率は.

マスター二階段試験の ST-'変化のそれと出ま同じ

であり 多段階運動負荷詑験のそれよりは劣ると息わ

れた。

結 暦

①中等，.の蓮動負荷，，，.を篤行し， QRS 渡高と

..血心8襲被指績を重複対比検討した

② "秀理事S設は 収総異常を示す虚血性必疾患震

で誠高した その診脈事(:.a度56.4%.特異!f15.0
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%であ勺た

③ "奪還事S波誠高詳品運動後左主題出2告が低下

長厳医学揚".錨"寺

し。 Sia変化と"出率変化の問ftiEの相毘関係が存主

した

虚血性心、震患における運動負荷 2-Dエコー法の臨床的意義

准名 明・

土谷正雄・

高沢謙一

細沼

ほじめに

最近.. 動免荷台に twCH!.im飽針。o.関h偶 udiogra.

ph， α~D .l::r_)を用い縫"勧皮化を検討する賦み

がなされている急が“ 本援の臨床釣"'撃は素だ建立

していない をζで我々は第ーに本首長が負荷唱の左孟

箆運動をどの覆皮良好に捉え得るかを持備し内第二に

負荷中の局所翠運動変化と心電図変化を対比し.冠動

底追彰所見を指舗とした心筋a血出現の惨既におげる

運動負荷 '-0エコ 法の，.畿について検討した

工 対象および方法

対象は諌"佳乙館復ill~ 見狭4 空 8抗心鳴神経

症6例の針24~. 男盤詑侭女性 2 S1!.年舗はお~羽

10'平均酎織)である

方法@運動負荷住建動原通影綿1週間以内に仰

臥位自伝車置曙0..腿rによる運動負荷を."叫tよ

り"分ととに 25'lTattの謝野場古島で権行」乙の聞の心

電図変化と盛運動渡化を問問に逮焼班緩い鰻Z接した

更に自動oI1a針を鼎、測定した血Eおよび脈拍散の変

化を PRP(P間的re-Rate-Prod問。として経時的

局所左実盛運動と対比検針した"''' 運動負荷の

終了革当事は胸痛出現，血医宏下， .，震陪鈎量生への到

底著明な心電図暖化および下肢"労による運動銭行

関混とした③2-D ;I::r一法 心境忽費謹務層裳謹

iま東芝裂回.→OA を用い左lii!:fi<lむ尖"， !是札

および混拍憎のe段面を禽幽し. Edwardl :;の方

三?に自民じて"られた左室盈を M分衝に区分しでい・s

ndi!野墨書勤を評伍した鍵謹動異常と窪田開，.との

・自治医T今大学循環.角川4

ー・

淑夫‘

• … 一・ー.同町同』 一・
目前 ー.守.

一一剛一

向 …

噌=一回… 

鈴木 修噂

縮図謹一.

，. 
'舗

t 合ーー-f..
恒明'. ....立三

回凶

一一
一」

〆一

図 1 還勤負荷 2μ0，コ一法勾プ2 トコール

醐 2岡 山 叩 料開始し:?I-C ，!: 1:: !S叫ず

つ刷刊に刊は心電図師同り 50..."でs

分間程汗した》 負荷町市富良の'" 心電1lI.2-D ;r;. 
2ーによる望事..を関均に辺健..し それぞれの指.
を対比する

対比{ま，問屋を閉下行弘下墜を省震動却も側壁をg

a俊の支配額負まとして前倒墜を V.(V，) と τ霊を

.V，における心電図変化と対比した 局所左皇室還

動坪信は hyperkin=i~ (・0煮J，iE常(・ 1点。，

経度-~司."'"収繍，. ，点)，高度低収稽~領収錨

(= 3点)， dy池田酋is(..-1，点J心室溜'"成，-， 

.，の6段摺伴侶とし.心室調形成はζれをさもに心

室諸存在下におげる無収泊および dYlkIllesisの2つ

に分怨した②心電図包録心電図は Mllrq~e批桂

艶 rCA.SEJを周い V"V" u.V;の3鋳携で負荷中
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ST すなわち負荷例より

伝T例ではその他かり

(gross) 負荷町健との盤

上異例でほ筆者aを0とい

連続忽録し夫L心電図笈化の指..として ST伝下およ

び STlndel: (J点にお砂る ST備位と ST.lopeの ST 

の斬たな低下程度を測定す.方法 (ω.，.，.) 及び

ST Inde玄減少の絶対tt(Ill'oss)がそれぞれ有怠と

判定された場合にも u"，.噌ア出現との間 ζそれぞれ

仏札別協の不一致が包められたー方 STJndu 

の負荷附障と最大震化健との差が 1.0 Ja下〈ω.'

，.，.)を有窓な心電図町変化の，.，.とすると 関 y

.U"， 出現と It16~騒が合致し，不一吾立は2・%と他の g

つの ST野信法刊のうち最も画審者の所見がよ〈ー致した

扇舟S壁NT1lerlln'出現及び ST変化と冠動

和)を用いた す~.i::tっちそれぞれ岨対催。

荷前日Eと比叡して連動中の ST低下あるい俗 STlnd!玄

の差が易大とな，た慌の値をa医大宮T低下あるいは媛

大 STlndex としてそれぞれの鑑を局所堅実質Z運動

(asJD.ergy) 出現の有祭およびその."度と，

君主動脈認可箆の霊症度と対比した 負荷前にEむi:ST備

位コが基線より(+)であ勺た渇合拡乙れを0とし。負荷

ゅの ST備位〈低下〉との釜を測定した

あるいl主負

さ，に

(" 

脈遺彫所見との対比〈図的

最大 STIndu !l'::化と量動8提訴見""左): A$yn 

の出現した局所壁のうち非綬釜11鶴位すべてで

a民

(1) ea:l翠勧と川~，s童図変化の対比

蓬動負荷によ9て生じた局所屋fl$ynergyの出現叉

の増悪と有怠fJ.ST低下あ.いは ST

結E 

ー守y

うち'"支配還巌λ字表には鈎%以上の狭窄が忽硲られ，

位は STInde1 

iまa島，yner司"

が 0，'より大であ勺e

の出現〈増悪)した便."位では5留位中'"位で ST

Inde:<が 0，'より大であ，た 乙れに対し舗y冒 官

.. bYD暫あるいはの滋少(J点で 1.0mm以上低下

IDde :t~l. O 以下)所見の有保との対比を，;，た

で ST所見開催法刊の4方法Hのうち.ST低下の絶対健

乙乙

，"".玄

....yn.r;y A.vno'gy 

品 a• 4・-a 

(-) 

。。
(+】

4・.，・• 。
【ー}

品

企a‘・
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・

企

運動負荷によるIL5ynergyt開あるも、i孟増懇の有無と窓込暗府案の量産自阻ぴ負荷中に

偲めりれた盛大町 1000;1;{負荷~Sと比俊して 図左λ及び最大 ST低下情〈負荷

前借と比叙して :図右)

.， 心筋復~.位 N枠組問塞剛

国 2
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U が品現せず!有意袋窄がないにもかかわちず3篠

位で STlnduがーLO以下ιなヲた

負荷""と比叙した集大 5T低下と窟動隊所見〈図

右〉 有.. 窓島旅狭窄が留められPよかq た@例とおい

て ST-L 1) mm J2I.上"下がみられた

〈町田低下程度 (STlDdu iIIi少程度〉と逮動

により生じた盛運動変化~重""低祖国し"

かョた」

〈・〉局罵鍵逮動と心電図の経時約覆.itO剣比倹討

〈図的

負荷<puyner奮7の出現した10例について.u，.

.，.，陪. 5T変化より恩甥あるいは少な〈ともほぼ

同等規に幽覆した 更に u，.佐W は負荷後も長身閣

持続する ST"化 ζ比し明らかと先得して消失した

例が多かづた

守 "凶

建軒夜学."糧傭"号

推定しようとする民みもなされ，-.""山運動負荷 ，-

D エコー法の有用性が鎗じヲれるようにな，た.本

研究の主題の一つである負荷 2-Dエコ 楼の技術的

b閣点!特に負荷中における霊遷帥帽の関鍵盤につ

いては著者りの径殺剛"や今国の検針でち.，'"翠運

動が包録不飽~忍いは判旋盤鑓であ，たのは選択する

cとな〈対象とした"例中わずか1例口甑位}のみ

であ叩た乙とから必ずしも大きな"引薗で憾ないと考え

切れた更に m戸時y出現あるいは均時と帯出した

局所壁の金例と.支庖冠動汚震に90%以上狭窄がEめら

れたととろから負荷 '-Dエコー議は負荷により生ず

奇心筋虚血の震波と考えられるS局"'堅運動異常を容易

かつ罰宙実に縫え得ると翁鎗される

負荷心電図陸協心筋虚血の診S野上表も容易で臨床的

有用性の高い方法であるζとは鎗をまたないが， 方

今回の後針で示したどと< 5T 低下也るいは ST

Inde三歳少〉程度は必ずしも心筋虚血の重症度を反

映しないζと及び心街虚血，.販の絶対的指S慣が確立し

- ていえ也いζ ともまた事実であろう すなわち良部心電

図上心筋虚血の鯵理婦に 5Tよ'"低下の戸よらず町

sloPliが，.要であることはいうまでもなく，買者を.，

算褒現する STlnde.>: 0)夜イ凶~ Ilalnergy出現及び

高官民冠動豚狭窄の存在と曇もよく相関したことはそれ

E 
E E  
• 

【

図s 運動負荷による回ynorg:rの出演及び... 

と心."図 5T変化 (IDde3.)の鍾殉的対比

E 考 察

遺年 2-Dエコー法の温多に伴い局所左盆盆運動が

容易かっ疋諸に梓笹し得るように怨り"，特"心筋便

""にお砂る鵬梼益還勤評価・4 や，急伎苅の経E的

盈運動変化.. 更にほζれゅの情穂から予訟の判定"

にまで本溢のa床的有用盤および信忽性拡高ま qてい

る 歳涯では著者.;t:，含め川'"さヲに本告書を運動負荷

に応用し運動負荷問の.. 運動異常から程動尿病変を

を裏付げているがそれにしでもなおか芯りの例で偽

陽性暗色)の結果cなq た したが弓て負荷心電図

法では湿動負荷前中後そ透じて心街虚血閣室経度

軒虫色ひいては左皇霊 asynergyの出現とそれに陣う

心機能拝金の坪舗を行う cとは図鑑で~る

・ 運動負荷 '-Dェョー盤とより心筋虚血の出現を

."同町宮Y として重症皮.含め心電図変化とi三区間時

あるいはより早期から惨慨し得石 また旬".. ，'" 

は負荷後も畏均閣待続する 5T夜化E対い明らかに

先行して消失す.例が多<.乙の所見も心富国変化に

比しより早期 ζおける心筋鹿血の著明な改善を示唆す

るものと思われた 更に本法は心亀沼援では危診断でき

なb煙運動及び盆室観能不全の重量度を容易かつ信実

に実均間で...し得ると ζろからa床的有用性が商い

と考えられる

繍 倫

還動負荷 2-Dエコ ー法は負荷心電図様との対比広



昭和59.121l(l2， ~) 

おいてもい〈つかの優れた停"を鱒ち，心筋虚血の診

断上".. 的に，~#:c有用である

文 首氏

1) Wa.nn I.S.，et al.:Ex創出e佐伯"・eetion&1

健 h拠ardiographyin isebemie b銚rtdisease. 

Circul・tion&O:1醐，1979

2) M。噌U~也 J..et al. : E:r;府由.~首・

阻国固・1健:hoca.l"diograpbiediq聞・， ，f 

ωr包"'7‘rUrYdis"'e..6.m. J. Cardioι 

4.7:20.1抱L

3)高嶋啓鱒』他 運動負荷断層心.， -悶接運動

時の uyneruと冠動ftOJJl:との比後検討

J. O&rði~r:>pby 12 : 347， 1鮒2

的 Cra"，tonlM. H..，et &1. : E:r;tJ聞n2-Di凶由S凶 S

凶鍵.""'"。古川pby.Q峰山tIltiOll of Idt 

抽 出向 pu!orm"ceein…曲

'"釘・血g，ntIP鴎 toris.A臥 J.C・rdiol
51 : 1， 1983. 

5) Edw/l.rd.W.D.，et叫 S出血rdi副前回阻

cl副首eωd~f心mie bui. for ~on叫

旬 mQirap凶....r，目。，由ebeart. luJ'o 

αiD. Pn!O.騎 479，19噸L

E 録 踊 S

6)亀名甥.他心筋梗...にお砂る局所主盆星通E

動の縛債とZ皇室度の判定-2-D，広ヨ と左;:Y
.:t.jUJ務見の対比後針- J臼rdiOfrapb:r， ill 

prnl 

7)鍾名明，他急性心筋梗塞盆例 ζお砂喜左..監

遺E防の包目的変化 E闘する 2-D ;I:::I -~去による

銭的ー特に讐濯早期変化と予..について

"‘7園闘志1If!a学金鎗金 1甥8
8，.以...A句.品 p，常酋舗"'・ipir拘個a，f 

"が縄aI...&11 motiOll abllOrmal.i.ty iD pt.ti胆 u

.，ぬ pri<n-1IlJ'0CI1r必~凶fu司品開 A 2-D 

ah.‘IIgiogupbia COrr由 U伺・tudy.May。
α泊 目。<1，111 pr酋 S

9) H.噌曾 J.J.，et札 Croll"舘 tion叫民b儲謹，.

diOirapby凶I.I:Utl!m:r関町diaIiD r an:ti.個

d軍....，固 ... ll.強li:rati咽 '01r句白姐&1!eft 

'偲f..凶aruroua::r. Ci~叫岨関 側 53L

1979. 

10)繕名明。他虚血性心疾患のリハビリテーシ.

ンにおげる負荷心.， 箇の臨床的怠佐治鍵

“167，1984.. 
11)高沢健ニ他運動負荷 2-D ，:.コーさまによる翠

.，原病度目D准兎， 8鐙l!!1・文集 ‘ルB-o7.1鎚a

特発性心筋症のトレッドミル負荷

一 不盤脈と ST変化についてー

字都宮俊徳・ 賀来

はじめに

特見色心筋盆の.... 上重要"関."急死である急

死は特に事働問に多し その主盟として心室笹本盤'慢

の幽現が考えられている 寝々 ti.~伝"の運動負荷時

の心織椛夜化を知る巨的で 子νヲ"ル負荷を行，

て不盤際φST度化を中心に検問した

'.鴎大*憲司隣.，，:::.11" 

俊・ 橋場邦2¥'

Z 対象および方途

対象Iま持長性心.11i1VO阿で.~"例女8例年"

出 b・59&.f'~t!箆穫量 【田町 6 例 E大."，

飢温性 (HCM)18例 E大""竃盤 (HOC‘o，例

で~る いずれも心電図，駒傍νントゲン写実臨F候

所見 ζより本"が長わ払 4慣方デーテル倹査や心2

2 ー悶検ヨEにより"臨した。

方詮は. .，レケヲト社製運動負荷崎心電図処理袈置
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B~ または m・dified. Brueeき(C_を屑也、、

によりトレ 7 l' ~ル負荷を斤，て心電置を分野し，岡

崎に水..血圧計広より血E色遣稜測定した また

タダ電子怯型心電図連続包録装置(シグヲ2 ダ 〉

により豆電心.. 閣を包録して不重量"を判定した .. 苛

倹査の中止'"・1孟，重笠木霊祭~""の幽現著明な

ST低下回.. 心錨段違$.eした倹豆埠行嗣には

俸に扇町玄"与してい伝い

フ

a艮結z 

トレヲ Vミル負荷の到達段勉を 図Eに釆ホ土段

DCM沼CM，HOCMの各例を来い iUluc到

還E治を示している 中止理由は心重量..鎗刊明。

より

仲畑 ;.tHR，'QI剛""・.0阿V勾"""
トレッドミル負荷の到達段階

.... 1・"に.前および負荷申と恒11Mの時H閉経過を

釆し VT (@). VPC :_3連発(&).VPC多鐙

{・')，VPC l_!圃〈・》で表した DCMで俗

心室佳R!I.~珊，-，連発(VPC) 援労【FA)，呼

忽図鑑 (DYi，冒S'"鎗録達成 (0)でhる DCli :ま

a例噂‘倒illVT ~ VPC 2_3遥発で命止していー

が. HCM ，ま18例中13例制目'"心鏑:li!$:，HOCM 

はS例~・例が護労や呼吸函鰻のため中止してい昌

心袷d誌や血圧の変周防を 負荷のn. Cj:I . 1.1.函!j{5，

"分で比叡した DCM は他"よりa医大心街2院が少な

し 2併で信心勉2まの上昇に比ぺて血豆があまり上昇

し誌か..t:. HC~I I叫他出唯忍IC，U写しているが

ii1H1S分の戻りも遣い傾向にあり "aのよ昇も大会

銅 1

VTが2".VPC 2-3逮苑が2例にみられ，心室

健末書原を認めなかqたのはZ例のみであ qた HCM

では.18例中9例ζVPCがみられ‘例は多発してい

かーた

不整型礎 物に心釜性不窪E慢の出現 ιついて図2に示

(.'VT ，..Tト".trigeminy.・・.""
トレ .，ミル免官官による心竃途不..，撃の出現

A .晶

回2



昭和駒写12月(12， 1絡会〉 E 後 臨

DCM HCM HOCM 

図g トνヲドミル負荷による智T変化

た HOCMでは 2例で VPC2連発がみられた

三れらの不盤際f孟，負荷終了時ないし終了竃後に出現

する例が多かラた

ST変化を図 SZ示す V"号事足おヴる STS~

m~' の高さを mm で表して際組に示し 玲間益還

を積伯ιした DCMでほe例区"例ほ不変で1ffj~! 

上昇L.. HCMでは18例。11例が低下し7例;ま不援で。

HOCMでは5例。3例が低下していた しかし。負

荷中"明らか3胸痛などを訴えた例はなかラた

E 考 暴

トレ ヲドミル負荷3由連段落I!-. DCMで"不'"穏で

中止している例が多いために他欝より仮もゆ重司乙あ勺

た BOCMは疲労や呼吸図鑑で中止した""多(，

HCMに比べて到遺段階が低いほ抽"あ勺た念え とれ

は HOCMでは還動爾容佳が低下しているという領告

に一致してい~ _ HOCMでは。負街中に左室提出路

の狭窄~閉霊段転が強〈なり，心街幽琶を増加で4惨な

〈主るために疲労による中止が多いのでiまないかと考

えられる

心祖霊交や血豆の変動は HCMで絡に急速に大"

上昇していたが DCMゃ 8QCMが不盤阪や疲労@

ため早期己負荷を中止したのに対し， BCM I主目線心

拍数に遺する例"多かqたためと考えもれo

心室性不盤尿は!特に DCMに幽型軽率が高く，出

現時期が負荷終了時ないし絡7竃後であるのが注目さ

れる BCM ~ ROC抵でも不盤，.，ま負荷終了直後

に多〈出現している 乙れらの心室性不整箆の幽:ml'!.

本径の還勤中の急死と騎速がちると思われる またI

不謹訳出現め例，ついて再現性も検討したが若干の

変動はああものの。 tまま問機に鏡発された

ST 変化は.HCMゃ 80CMでほ低下する例が多

(.3.0mm以上低下する箆例もあ勺たが!事実心婦は

出現しなかq た 心甥の虚血を反験していると考えら

れ.が， .，など勉の検牽接による倹院を要する

文 献

1)杉下嶋筋。他符発性心筋'"の運動負荷揚の循.. 

動l!， H本臨株"(引鉛錫 -2103，1拠。

2)戸崎裕徳!他毘大星l":"!i'i症の運動酎性"翻す.

研究厚生省特定疾患特発性心筋症酒豪研究弘

昭事担畑年健研究報告集。 1倒，1釘'

"安図野ー他特発盆心"症におけ.運動負荷の

級討厚生省特定疾患特発盆心"症悶査研究寝

昭和尚沼年度高野究絡告集 1閉止釘9。Many&rID.E.，et al.: R鈎出ga.nd uerciu 

l~ft 鴨 ".ωlar fu品川偲iDpati偲 ts..ith 

hY1l"'rtr叩hieeardiOQ)yopathy. A瓜底阻rt

J. I05( 6) : 980-9崎7，19B3.



間 g 担 録 11鏑医学第弱者席"・，

心筋唖塞患者応対する温浴田審響

一温度差と体を洗う動作についてー

井上 章 一・ 荏原包臣・

桑原敏 111・ 内図lI!乎・ 内 島 弘・

新谷博一.長谷川武志・ E事国 良 範・

l玄じめに

心Ðit!.~患者@遁浴について I:Uの劃軍らのa

."などがあるがいずれ色単に浴泊中広入港したg

，についての.寮でおる 実療の温，;Sで行われる体を

決う勘作~'"えた察組ro:~食管はない 今回，宅建々はと

の点に勺いて温浴の循道線後に与える彫曹を検討した

Z 針象および方議

対象は温硲に急性£峨梗塞で入E権し. ')'、ピヲテー

ι'. ン〈忠r~'、〉信行中の平勾隼鶴50.41障の男性患

者盟"で!広2直前虫榎'"例， 前，，~鴛梗...例。 下

"梗2・ e時前，，~隔+下墨俣.'侭下側壁+高位

後援梗''''例心内膜下復塞1例であ45 au裕怯，.，
平，."符'200m._500 m と階段lO.Q-20E聖の比叡的リ

ハの趨んだ時，.に諸行した

コ守益t主建/I"，IC!1院じ，伯℃の敵'"政"浴をS肘.行

い， 幽浴後金位でS分弱体~縫い その後宵度入港を

5分伺行い。 幽浴後半坐位でl旬刊E喝の‘君臨を行，た

温浴の金糧過にわたり血昆心‘図， ，.岨悶を包録し

た g旬多聞の安静@復 位℃混浴を""と問様の方詮

で鎗汗した 左心梅艇の指宿であるS'l'I(S1!凶 碍

Ti醐 I.~叫は PEP/宮T および歓室の実否ら'

の方法により心伯爵で摘正した PEP~、 ET. について

験"した 心電図の.. 乞草場は'"1_ 以上の."，

または問外銀.，量発aょを心電図箆化(.)とした さ

らに 温潜と陶均鱗に官官ometerによる遷動負荷"

験を行い，巡動隊容量心電図夜化を温V慢の心電図変

化と比践した

. 1II1t1*字，.，幹..三R梶

瓦 鎗 泉

，)温浴によ.心柏12:.a，a. P1U"の変化

，"'に示すように ~栓設は仙℃ ‘町謹白書のおの

おので，，，.均T2!τν分が入浴φ〈搭舗中)91. 88/:分

貧血主企u

温温主.... 

一

車車孟""

同日 何回・・ H 問

国a 温浴による£岨乱血1E.PRPの変化
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と増細い"い終，たとき 88.921分と縫う調崎市によ

る増加が加わる変化を示した 収.."血E<ま4O'C

錦町混浴のおのおので家修玲 121，119 mmHg IJ玖淫

1I~ー選曲E上昇レ 131. 131温 mH，とは.が，温者谷

5分で11-t，119m血 H，と入浴中低下し，決い終勺た

とき 132，122 mmBgと洗う動作で上昇した PRP 

(P国 SU"Rate Produet)は入者寄竃後と洗う動作で

増 加したむ岨滋血EE.PRP は 42'Cの高温~つ方

が40'CiI.浴より変化が犬舎かヲた

')丞浴によd=の棄化

悶2に示すように PEP.はA浴で減少したが，挽

う動作では変化しなか，た Er，は入浴中ほとんど

変化なく. ，亀う動作で滋少した PEPe， ETeとも

"''Cより位℃渥浴で減少は有愈応大きか。た PEP/

貯硲40'C. 42"C混浴とも入浴中有愈 C減少したが，

•• 

剛 l

..， 

墨革主旦霊草

温総主Z邑

温議主笠丘E

一四

一

T 

-

日

昼.::11 ; 

図2 包諮疋よる STI(PEPc， ET鳥 PEP/町〉

@変化

爾者巴有窓釜を包めなかーた

. )温裁による心電図変化

包 • 掛 T

温浴による<毎図変化(...)例，<12<略申4例で，その

うち STよ昇1例.8T低下2例がω℃ 位℃温日為の

いずれでも題められた l例乙"刊Cで発作也上盆色.. 

拾 (PA'わが幽現した ζ れらの心電図度化はいすれ

も浴中で出現した 位℃で .. Tが出現しなか，た

のは4O'C温務の後乙行弔たための慣れの効果もある

と考えられた

.)翠浴による心電図変化と区床研見

温治によるむ諸国度化(+)軍隊4例のうち ST上昇の

1例は梗蜜巣柑捕前墜と大舎〈 心室網を合併して

いた 8T:b!降下した2例のうちま例は1圏平地歩行

が 200副のリハ早期に温おしており. 1例は入E定時

P雌iの指数"'12と急性mに重症例であーた

. )温浴による心電図変化と心カテーテJ~~持見

定動"j'"修所見出1例中""え窄6例，多後猿喰5

例であ勺た 多段狭窄例"必ずしも温浴で心電図変化

は強〈ばmめられなか弔たが Ai裕で 8T ょ~を呈し

た1例でi主主盆造影上~.蓋痛が露められた

，)笥""によ奇心電図変化と ~g・m・，....による

運動買話容量

温裕と問時期に行司たI!!'goml!t官民放で運動謝容

量の大きい 75W以よと菌防容置の小さい 50W以下に

分げると.15W以上が8例，うち2例が温越での心

電図変化(+)であ，たのに対し関W以下は2例

うち1例が混浴での心電掴変化(+)であ弔た湿浴で

の<怠厨変化(+)剛志 errometero平均 M""が

'.1と (ー〉例"に対し運動両容量 (M町、〉が若

干小さい傾腐を示した

ugo臨海terICよ.心電函鷹化を虚血栓町僅下1

=2lよないし ST偏位2m皿以上または期外収縮

a震発を変化(+)とすると 度化(+)3例のうち2例が

温浴による心電図夜化(+)であり.ugoweterによ

る心電図変化(+)filは温浴で.心電図変化(+)になる

傾向を示した

E 考 書提

4O'Cと<2'C温浴の温度差について検略すると，心

拍数!血圧.STlの変山=ω℃より位℃温浴で撞く。

心筋梗塞患者の温溢は ω℃の害虫温浴が鍵躍と宥えり
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れる 心，~~変化ま必ずしも位℃の高温浴に告書〈認

めち92V.かqたい;)l，40'C蓮浴を先に行令たため慣れの

効果が生む位℃湿浴で心電図ι変化が経滅されたとも

考えヲれ今後法 42円Ci!浴を売に骨う場合も検討す

忍必要がある

ま化遺浴の入諮中(浴宿命)と俸を洗う動作につ

いて比叡す事と とも"，心街訟の増加!温議直後のー

遺性の血庄の上昇， ST僧位，木重量雪景など宿署軍機能"

".を与え弓がp その程度は涜つ動作より入浴査後の

ほうが若手強かー，た

心電図箆化(+)1撃では(ー}務より還劾耐容量として

の MET.がやや小さく。 MET.の小さい"例は謹浴

での河図変化が也事すも咽向にあ昌弘症例制噌

怨く!今留の検討に待ちたい

日常三宮で末盤"念惣Pないと恩U:lれAS定例でも温浴

中不謹一裂の出謂ず否定G聞があり 今後は日常.~志の"

的問室。.lter心.".と比後検附してゆく必要が句ちる

最新医学務四坦1.!l12tt 

結額

l 心絵歎，血E.PRPは入浴!洗う動作で増大

した PEPo !ま入港中減少， ET~ !玄洗う動防で減少

した 乙れらの変化は4【町より鎗℃署員宮で大きかラ

たさらに"う動作によ.変化より入浴車後の変化

の方が大きい傾向を示した

Z 智'lometer鉱識で翠動謝容量 (METs)の低い

盆例は議時で心電図変化が砲現しやすかヲた

s 温浴の不整毘出現に克C，今後24均聞の solter

心""との比綬検討を要する

文 献

1)荏原包邑ほか心窃梗塞患者ci!.直治'"

“1π 1982 

2)斉扇執ほか還動負荷による心E寝"患者o
心機焼の，.. す-，二似閣を中心と νて一 昭医会g

39 : 621， 1979 

Acetylene rebreathingによる心拍出量の測定

今 村 正 人'¥石 凶 恵
.， 

高 木 利 明'¥鳥 居 幸 夫・1

中村 豪'¥岩奇襲彦刷‘矢吹 社・1

町弁 潔・ι 石井

tまじ めに

臨床面で応用されている心抽出量測定色告を運動負荷

中'o濁定に活用するには撮っかの周崎がある そ乙

で著者るは。従来原理的には既に存在する酬，1出

荷U扱分計法をji:c-e場霊コ νタタ を開発したの

で縄告する

I 原理と手控

呼吸分野法のーつである 舵@旬."再呼宅受注 l主!

" 累P智大学医学鐸第三内容争 " 東京理科大学理工学.

均・人百 功・場

低~ty!血e の前毛舗箸毛血割院への吸収速度から蹄血読

径の測定をffうととによ。て心拍也虫測定に代える

らのである すなわち

のま主でありわされる 得るれた呼気翠皮の凋を桔果"

より "“:Hi&.!鐘変化パタ ーンを旋み.C:1)，乙の'"

化マターyとサ yデルガスaf!交とその無量から 式の

式によーてそれてれの障を算出する
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"・v.(-"町 "H，=z，xE有字音調

(" 

問
問
礼
子叩江

‘-01呂町‘dEx盟乎.:&l)C'¥" "M問。

ま測定".・

( " 

E 対象と方途

【イ) ，..: t血管男子'名で ・岨y恰~，略呼底誌

と色震宿駅量舎とそIt蝕した 商白血霊援を周ー入に安

野均Bょυu・dmiUヨE動負荷喝岡崎に S分ごとに

.. 定した

〈ロ}鮒"例について，'"憾に事動負荷そ行も、

・ettylenl"呼@訟を用いて"・... ・I=:お附る体重あ

たりの雌環際取置ならびに心抱~Itの測定を汚，た

董 鎗 果

【イ) A，・旬14L・再等割除去と色衰穂双'"企@比.，

ヨR・時 ... ‘，，"，， 再等."会により求められたゐ錨

~ltlま""企u・ ljmm. 色繁椅."告による心知也 "
t本E・7念2.07 1/lIIioであ今だ 運動負荷崎商慣牽当法

を比駁すると.回帰式 Y・0.110.1+1ω. 持活:;;ti

a例危践‘"，ω1であり.色素梅PJ襲"'，，.‘。や高目

".巻原しつつ両者はよ《絹鍋しているιとが分か

，た

〈固〉 取窓際愈"企"省血..との比厳

Sn圃プ冨トョールによる体a酋積あたりの心抽出

m:， {t;Eあたりの酪薫炭男氏盤を..'"すると 安野院で

はそれぞれ a.8:1:1.16/，畑 lo/o'• “時叫“mJ/krl

~.・_1 でn 1.3:t.ll1lll副111m'，H..S8土'"

lIII/kcImlo.抗姥・.で陪a釘念1.0ltlaialm'，20.19

H 舗 mI/kU.....・....mで1:10. S:土L50411mi.zJ 

1m'， 21.4:a.鵠凶'/kg/WDでE柵ltY.O.247J:+ 

2. 1!!相関係敏0.82を示した Sru四陰に・3いて。各

・... ーごとの"..血的防勉鹿盆測定信事考らの知る

か島。'.l4t'mlb! 1玄じめてと~れた

E a 醐

lV" . 
. ..."船・ f言伝漫度では..発盤も.，，，，人徐に帯電

場でないとの三とで 1929Ji手 QroU悶飢句"が 闘 b

"佃・再呼及俸による，.理を宛畿したが 測定値は低

〈でる.らいがあ。たそ@偏定鼠..について著者

るほ."阻ヨレタタ を網ぬC..た闘行l国並

びに O.0 tDd..tidal .を釘宮舗で積立するζ と "

ょ，てより乏謹にした今回払 色累楊駅絵と.:t.~ t.

"い鮪銀..・られたので繍@した ζの乙と(< ... 

111¥1"胞 ら・の色表補釈Sきとの比恨の縄告とほぼー念

ずる ..個-G~カテーテBを用いねtままらない.. 

... 法等と比叡し.".血E唱に総定で.. !ti~聞こ施

行で・，運動苛連峰完に測定可也で， しか~II，，~ し

・2で・るととえζどの優れた利息が包める，，-今磁の

鍵震が期待される窓法に，.測定で 句碑押旬til.... 

ti..の彫・を刷。 しか凶・1叩 Cとの国産現!'i:lKn
"並び1:::(..f8也量測定が可織と包弔た 今後の簡居と

しては。肝血"畳を"奮する国子を有する症例，ある

い隠不鐘震を有する霊"はど..討すぺ金隈思も聾さ

れている

おわり に

A出』】個・蒋呼吸穫を..区。著者らの開発した建場

盤ヨ νタターによる測定は 測定B院選応基づく信組位。

測定桧@手包さ 絡にヨ....宿区.¥1"鍋作住之どの緒

aかる非侵E釣え抽出t."指定後として..も週明

忽手段でめるとZわれた

文 .降

1) Oro机a四 L.n乱Theokurmin .. tio・.f
".劇udiae側 tputor 111幽 b1 .t~ ule ol 

嗣げl胆 ..  且 J.Pb11lIOl飼 ・32-<<.5，l929

" .四回岨E.，et aL : Tb. cud出制"‘旭

間 t&Ild wo:rk dd.四回伺附叫国間均

旬由国"，出回 d，.I.II.担厄個国民....

"'cLa PbfSiol SeNld. %'1 : 211-230，1951. 
3) F1l1'mmin唱 BωdePe兎智・...・a凶 Avi此

''''民Elluro酒 Mtd.ll: 121-・-1:!21.19S0
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虚血性心疾患白運動処方

)11 初 情典刷 斉 回 ゆかり刷， 国 ロ 貞 普・ι

浜 崎 博“. 膏戸公
.. 

神 原 啓 文"

門 国 和 記.. 国 巻俊一.. 鈴木事 園"

野 車 隆 司 .. 橋本友久.. 荷 メ~ 品o " 

はじめ に

選動処方の研究は従業運動生理坐をφ心とした体力

科学の銅線て進めるれ，主な目的は気技選手養成の像

力トレ-.=."グ"ぴ寝室曙レえの体力司上等におうた 他

怠各覆疾患のリハピリテーシ冨ンとして通常の運動

機能を回復させるために翠動銀法が実躍されてきた

£信者リハピリテ シ，ンにおいても身体運動が"慢さ

れ。侍に逗院ιJ是の患者を対象にした沼崎処方四方法的

実感灼鰻告{ま歌米に量奮である 運動処方<1孟，本

来対象が何であるかによヲてその具体的な~.かけ

を"にするものである 続技送手建成や体力向上が主

目的の場舎は適切な逮勤の形息室生昆持続得，，~;及び

実鎗の頻度を決める手線として処方されていた本訴

究l主要因におげる退院後の虚血匙む疾患患者を対象に

畏周目的かつ組織的な運動護法の実諸を目的としてa そ

の方注及び意義について症例を含めて検討!報告す弓

ものでおる

工方 法

<標リハピリテ ::-.ンの仲組内で運動僚接を宥え

.場合.側E血行"ゃ梗.. 範囲に対する蓮動治療効果

のみでは認し連動の遂"とよる滑神及ぴ身体の両面

に対す吾作用を期待して震も温ましL恨動の賓と量を

遣決す:;，<E'屡がある すなわち虚血性心、疾患の運動療

法では治療効果として@笠沼環の古書，⑧心筏の緩

能改払②筋力。待抗 力 敏鍵盤再認後等の身体作

業能向上，③環境変化に対する適応能向よ 等を員招待

する さらに精神的心理的8際法によ q て。¢挫折感

絶望"の克" ③人生に対す..悶包也② P町

sooa.lim出 2及びSoeia.lizatioD等への効果及""

育プ冒グラムに含まれる @栄晶夫婦生活，生活習

慣等の指事③危険因字句克羽 ②議剤憲法の缶場

.. に対しても運動療法がより多くの好.響を与え.ζ
とが求められる 以上の点を縫合的と考怠して遣計画

でほ⑧畏期還動銀議及び⑧集団運動家法由形式を提

唱た 前提③は患者が生活かかわる慢性病に対する改

善効果を;また@は患者総互のU極力関係がもたらす広

汎な効果を期待するものである

以上の点に丞づいて栂成された実g慢の運動費際法プロ

グラムを表'"示す ζ のプログラムl玄週に3自〈月!

水，金者自〉実鐘されてい6 表1からその特筆とし

て.(j) 1 [aJの所要時間が 2時間で!l'、，②トレ，ドミ

ルや自転E巨'"のエJνゴメーター負荷によらずー綾的な

レク+ースポーッ 特に三業伎を主運動としている，等

が事げられる '"雪印ま会員の ECG無風説る安全

管理のため'"繍 盤理運動が畏い乙と及びゲームスポ

ーフの実纏等によヲて例えぽ領告側が多い."奪エ

ルゴメーターによる還動宮康法よりも長崎簡を要してい

. また③lま集団とよる長期通院法向形式を縫持するた

めに動機づけ，負荷強度の遺否及び爽籍上の問題点

〈身体接触やスポーツ外傷)等に基づいて選炭された

種目梅成と怨勺ている

E 結果と考案

当選動議法は開始以来""年 1"で25ヵA閣になり

その実S奪還ぺ例数は公泌O例を趨之た 蓋プログラムの

ように運動負荷設置を沼いない官自運動の処方ゐ式を

健一，た場合，その負荷強度の適否均市，..と伝る 負荷

強伎の惜視として心拍訟を調べ一回運動療法について

その代表的症例を図 Eに示した 右但ば主沼動にパド

ミン子ンを，また左図法ミユテユヌを処方した場合の

•• ':<<18犬学設費.保健体育"" ・・ 2実..科大学体育綾室 ..~CI大学医学図解三内>>



省 n録E 〈払"'"昭和関年'"

-l国運動療法のa要"， 
"ω 15 ， S5 

"“ "，必14，30 M 切

総了路盤理

軍事産量ZE
.具の

抑 制A叩

(エ目 1種.，

制掴旬と間

重量よ時間
筋繁盛長の'"タ
-l<-"'.γ篠宮
擦呼吸

"レーポール

パ "γトン
ミ忌，.ス点.

問団岬

w・"、.. 
程度忽1ofti"8

~敏徳慢

5具体.

呼殴篠宮

zzz倉

四 割問具のセヲテ"グ

p出回電臨時信曇の銭

関IID!!f12.ス..時 Z国後室

還JlIJJllJu唱致及び血匡測定 知"ft環
鉱山ハイタ

'';0 
帆帆

問 1

b""..."，・-

w. 

ーベι1
1 

J' 

旦E 。

" 

主
帆 削

拠U

宜

岬

"… 
同'

bad.叩

同

… 
m ‘ 巳固

IlP.. H.R. 

igf 

J' 
I 

-、

〈;

E?JFJJ 

，，z 

初

‘。

" 

" 
品目

m同同

'.， 1
 

・--
、

、
j
.
、

早
、
-
，
¥
Jミ
4
3
k
t

'旦\~ 。

間

10' 

10 

‘。

.. 
.. 
，。

" 

，.， 

..P.. H.R. 

C.D. 

1 .. 
" 

" 

.. 
〈右〉を処方したと舎の心強数変化

園中 ..，及びaB.はそれぞれ血亙と心鎗散の測定を
図定の症例はn自信男子右@窓例が悶候男子で忘る

国 1 ミιテユス(怠)及びバドミントン

各図左側の)(SlI:l: 30秒"に現れた~頒院を示す
また W.U.及び C.D.Jま穆償還..と室電~動を示す

て心拾魅 ST'首位及び不鍵旅等から過負荷と判断さ

れS宣告E匿の注1tを受げあ乙とが少なく，"，た

.."'.有鎗後1愈月周ば逆に匙訴が多〈 上民間色町皐

による負荷緩福江いし休止の指示が比般的多か，た

し合当し

心拍舷変化でありその鑑は寝ね90-'"姐/分のg聞に

ある 乙の場合の患者はそれぞれ歪動療法4及び2ヵ

月目であ勺た運動療法怠加後ー般的，"ヵRを過

ぎると運動阜の心袷~は安定化し. 監復"よー，ECG 
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図， ，長時間同電:Im:2.認にみ.一個湿勧銀法中の VPC1l:l裂の変化

図ま乏から右，、 下かりJヒヘ連総し L符l本舗砂悶である 団t立運動岡崎細分後か切』百点。分聞の 2~暴であ，が!

開始泊分までは .roの目出現がより鋪2でおり 述，，~に示す以慢で"その幽裂をほとんど包めずCの鴎隠そ
の移行局と"，でいる 定例ほ.."男子であり 2筏~.• の茨心完主である

運動認菱自在の経過とともに 運動の強度が省加しI 心舗

数が安定化するという-l礎的反応a設置された 次に

回運動鍵盤中の VPC出現鎮度を掴 2に示すれ図か

り運動時川田の経過とともに VPCが減少する織相がわ

かる とのような傾向を示す患者がー忽的であるが!

-eïl!tiま還鋤 ζ よーて~電信 VPC iJ'鴎発される ζと

もあり ECG監視の必要佳が改治て考えられた以ム

本研究ではレジャ スポ γによる自由連動の処方が

4嶋和、ピリテーシヨンの総合的な効Z弔を得る上で有

効と判断された

E 要

" 
愛国におけ.退院後の虚血位心疾患巴者を対象とし

た長期的かつ組銭的立集団運動須さ舎の実2室経過に遍づ

きそのコ智治及び窓mについて症例を含めて陵射した

運動也監洩下にてゲ→戸ムを含ゆたレヅ令 スポ ツ中

心の自由忍鋤を1固包時間I 過にs菌処方し。比般的

安定した貧荷強度(..:.. 寸由現段諭 !;.~90_120鎗/分)で実施

可鑓で~，た 運動祭t患の侵過に伴い運動量及び強度

を増加でき 患者には総じて心鎗放の安定イι VPC
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続度の誠少，虚血性 ST儒位の改善がWtl.;れるとと

もに運動後の爽快感があり また運動への動鎗づ砂及

び興味の維持は良好であり 心鳴りハピ"テーク.~

の総合的色効果を得る上で百買い有効性が示唆された

文献

1) Hn!hubcr C血 dM. Halhube宮 Hen引ar:lrkt

箆 録 町 S

Grafe ulld Unzcr V~rl噌 MUnchen， l'四7

2，門図和記L他 pl即 m& Med四 1: 23.)-24丸

195認k

3)川初靖典他体育の科学 31 紛 1-467，1ges.
4)野原隆胃他治復 66:161-161.1銘4

虚血性心疾患のリハビリテーション栂法

数匡学的検討

野原隆司刷 . 軸木害国'¥ 田巻 俊 一割

橋本主久劇門図 和紀'¥神原 啓 文 刷

河合忠一" 玉木長良"鳥塚 莞商"

川相清奥“斉 図

図 ロ 貞善事. 浜崎

はじめに

京大成揖第三内符では狭心症患者!およびむ筋使

塞患者"対するリハピリチ シ.ンとして集団躍動療

法を取りλれ，その効果を検潤しており，その成績の

一節ま援に縄告茂み，-.である 近年続医学的検針に

よる運動銀法の効果判定が行われ 改善を宵定する

鋭ιωと否定的な製""があるが今回われわれの""'"

を紹介する

I 対象および方副長

今包対象としたのは狭心症患者6名，瞬間段心筋桜

盆患者?名の計13名でおる初自のリハピリテーシ・

ンプ2 グラム〈リハ〉前後の検討と 第".自のりハ

前後の険討を2悶え延べ18名となる 乙@閣のわ、実鎗

平均JCm]lは 5.，ヵ月であり，1週に8回.，水，金

tζ2時間同還動処方を行う". 'J'、期間~後に symp-

10m limiudの多段鎗運動負荷をエルプメ『タにより

ゆかり輔. 察 瞳子"

博劇.青戸公一割

行い."'Tl 2 mα のの注により負荷後 E幽凶唱をと，

2_3時間後の陀戸rfus同 i剛併を.plnn凪

'"ま ECTにより婦像ずる 負荷テストの判定には

exerci$e duration; ~k double prod同九"可'/leorc

"っき，表Eのごと く表示した uerc:iseduratiαa 

"ついては!前回より 2分以上の延長をIIIめたものを

(+)， 2分以上減少した ものを(ー)，その他をr変
化なしJ(0)とした 開法白ublepr叫国tについ

ては!前回の10勾以上の場加を(+)とい )09彰以下を

←〉としているまた n引の醐NI乱 翻Zに示し

たように 必，teetの合併が同M"では2点以上，

SP政アTでは4点以上の改善を(+) その点滋以下を

(-)としたゆえに 乙のS因子とも(+)表示は改

善の方向へ向かうととになる 運動の種目として奏団

円 y ポリン"."バレーボール パスケヲトポ

ム〆ドミ Y トンテユス水総室外股"等を鎗行

した リハ中は，そユタ司日心電図で heo.rtrate，不

盤..心電司法，.等の監視をし，適玄アドバイスを与

制 U^学医学.~三内" ・・ 伺依医学" ・ a 岡 敏建.~健体育R ・・ .'M科大学休肉""



舗 7‘ " 録
.析医学.S9..JJ12~ 

表，...凶u・E‘......，出u_

ベP.u..， ，. 1 1h}B=!日 I剛山

Vo. I C・" 開・.) 1......嗣"暗闘'lb.la.I.

4島 Y.K .， 2 " 
4令 。 。 。

Z:. S:， .， a • 4併 。 。 。

1・ B. 1. .， a + ' 
。 。 ー・ 。

.l. J • .. • 司令 2・ • ー令 。

c s ‘ ...  2凶Z • • + • φ • N.T. 
4‘' a + • 4ト • 4炉 4砂

自.K‘

4‘' 2 • e • + • 'I:.J'.(I) .. a 4酔 .. + + 4砂 • D.lt. .， a • + + 。 • 'l'.N.(I) .， a • + + 。 。

T. Y.(I】 .. a 1・ + + 。 。

D T.N. .， • • • • • 事.. 4・P 2 一・ • 。 • • • • T.O.・ .， 
' + • + 

D..I:.(I】 .， a • • • ， T. P.' .. 2 4炉 • + 。

T. Y. .. E • + + 

S.ld.(D 2..l三こ1.: + 5 + 。

.lb......t..lo..， .......k“d興__o! VPC， DLι"・E・eot.， v..， v .. 副..-‘
副， .叫.....叫E.s..，'E. .踊]I.od.，.....100..11" .. 回

えるようにした

E 踏 集(表"

国， .ωn旬。，.略h .，..・r必.，・e富-，・・国~ι

グループ俗Aから"'6盤応分銅したL負荷テス p

に何らかの改善を留めた リハ患者をA._CIC:分刻して!

Aグループ 何人〉は U 回 瑚 dllr&ti偲@み"・

して.."""必..Jperf"，;oa. Ic:健康化のUか吻たも

の。 Bグループリ人】陪 U 鍾想H duntioaはほ

とんと震わらないが doubl・，，，，田tあるいは駒""

o.eoreに..径を沼め.11110(泡rdiaI perf凶凱阻の"

・が示唆されたもの Cグループロ人)1:， uer-

..・ d岡山句及び吋V醐 n 両者に...を包めた

もの但しいすれの鑑例も開"・tributi佃悼u・@

脚"出まとんど， .、前後で度化していなか，た D 

グループ ('人}ほ金〈夜化を，.. ，はか，た... Eグ

ループ刊人〉はS因子@いずれかに11化を留めた雰.

Fグループ怯u:erciledぽ atioo， double produd ~ 

減少しとれに伴い吋r醐 m 凶・したもので判

定不能と"，た窃であ..【.，と記したのは2固めの

比肢を汚い得た ""例であり.."うち .. ，，，聞は'01

'...ω"・.iuO~ tb.e pe~h加偶 d.，館、
0 ，ー・2 ・叫し ・凶 d印刷山岡，~.
U凶目I，I/Z;:;;・圃.， pert..I...“同叫叫
. .曲目四 .回出"山岡山・..畑
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めのや、で改笹を包め， Cグループに入り リハ段落

の1供同脱落後の検討では悪化I 他の 1例はFグル

プであ，た とのように1固めの平均...の 'Jハに

より， 61%と改.. を包め。内50%(4人)に uerelse

dW'8tiω の噌加と心筋 P'"四'"の改善を留めた

乙れは金体の33%(2固めを含めると"%lになり申

認I および衆衛がリハによラて改善効果を示したζと

を示唆している また C.E.F容のアステリスクを

つザた症例においては リハにより明らかに VPCの

顔皮が献少しているのが稽留された

E 症例墨示 〈図的

リハピリテ ションで改善をI!Iめた OMI否angiDa

の箆例である CAGは LAD tll99%狭窄を示し

delaved filliogが包められた また .".句'"に
も卯I%!ii¥'窄を包めた

の狭窄を有し RCA 

また

より

していた ζ の SPEσT 

n:::75% 

~ll.旬'"を幽

生PDRCAでは

LAD に

'"でほ '"月後のもの

が"，位。lに比し， ".叩 d回叫 P処kdouble 

produet o増加とともに。

開閣に包められた

戸".問。置の改善が."，中

" 録 舗"

lV .. 禽

".，年巴 F，叫ieherρ'A<w叫"， Jeu醐凶 bの

周ーグループにより虚血性心疾患の平鈎6抱月のリハ

による中悠の血"改善を示唆する薪毘が相次いで発表

すなわち， Froel.ieher t1 5/16 (31%)に

・ymP句mlimitedの般大負荷での EFとa・'TI.cinti 

された

grap巾y の己主箸を!J ellSeIl t玄関"""と周レベN

の豆綾大負荷で EF<!l改普を-8/l6(50%) に臨める

とした舗明傍注後の初期分布ほ血流分布により決

定される"ため，心筋の場合はその町長での周完売血旅

@野衝が可箆である今回の成績でも第1聞の比鮫

でお鉱 2固めの降値を含め.と釘必の窪例で運動商

容能及び心笥血告を量の改善を諸恕し得た(Cグループ〉

ζれらの群I~ 当然中枢作賜としての心織也の改善も

予恕される 1982年ご Tublll色"は EFとw'TJの

と変容に di5Crop個別巴y はあるとしつつも，やはり 世一

"皿femlti叫 P問file法により 5/11(29%)の p信一

f凶 iQ!Iの改善を薩寵している ー方， V，信組Sら川ま

12i11閣のリハにて 15/16(94%)に運動樹容飽の，，，.

を忽めたが，左-"，.. 乞'・'TtP陪，f幽 1個には"-化を

包めなか，たとし。 Nolewajk&1O>も 泊'"-出.=

N. ，ωy. O. ~" 0>. 4PD，15%.1，99$ 12，糊

"町

加凶 i

..・ lat<r

両叫 -...凶

関Z 加山田t

EK.4u....liolI d副 a

h 日 P.15，醐

Ji:s:，du...i.n n則ョ

P.a1r. D. P 1$， I∞ 
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U'Olphertを償問して."，電alfをU珍P.S29たと後

舎'-ている ~"作粛の致事の権おと して .，甥H

diaI eap・1姐ryo増細川， myoe:u'dilll 1'/I.Ie¥I!arily ~ 

治加'"ωu.田01o司・，.刻等，働団実験の成績はあ

るが!入閣での ωroDa.ryf10-'"川 副 bunlの増

成瑚"闘して怯否定到な傘克もある 室た， Budl1 

v・が鰻告しているように，負荷 lcilltirr旬hyiz， 

MIの3週間1!."月後でほヨ然経過としての改善

がみゆれるとしている点お.，慢で~l). 乙のようは中

，."，.の設・を示唆する飽m に喝しで更に露絹江る

検討の必要があると息われ省

文 麟
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間

心筋梗塞例応対する低色荷量動試験の問題古

畑 奥武'宗像 一 雄・

金沢正邦 ・岸図

I重じめに

心筋穫，.回復期"錐仔した低負荷重動淑験，"'.

Le-oel Exercise Test， LLET)が短期予後推定に有用

であるか苔かこっき検討した

Z 対象と方法

対象!三急佳£筋梗".，例(男"侭女5例，年齢"

土9歳〉であり，国復."ま"同時期に低負荷運動2実験

と心血管途型与を窪行し その後約1年明富康経過を寝

豪し得た症例で"る

伝負荷週動鼠験ぱ7ピオユ?タス社製 Eト'"型を

使用したトレヲドミル法 ζより実..し心電図包簡は

n. V，および V.の"勇導法とした 血屋惜1分ご

と"ーァンシ晶ヲト法とて測定しに運動負荷陪温度を

1.77イ川時とー自己し傾酬を3分どとに6段借

(0， 2， 5，7.5.11. 1.%)に"日包させる金沢らの

方芝去を用いた 各段階@酸素清食震は 1.7，2.5， 3.4， 

4.2. 5.'， 6.5 M町， ，こ闘するι 運動負荷の中止

理虚(;1.， (j)目11<抱放〈健智者の畿大沿勉数の8$%)，

②鏑術 @全身疲労⑥下肢Z労..，息切れ。⑥0.2

mV以上の ST低下，③血涯の低下または急厳ttZ上

昇!⑥重症木建脈I ⑤めまい!⑩プロトョーレ完了と

した 低負荷運動理験の野信としてlま運動時間 (exu

cise time， ET砂)を周も、 720.秒 (4.2:ME'刊に相

当〉以下を成績不良，721秒以ょをE良債良と判定した

心血管造形陪 Judkin~ 法で行、. .AH.A 1i箪によ

り左室"運動を Nonnal.R吋岬~ N.叫 D，唱Ir.inu-

h および ..~η.. '"の 5段婚に杯信し.Dis!r.i 

net，.と AnturysmlLlを墜運動異常とした 同時に

.，~心白判官"訟にて玄室毘也阜両~"叩 fI'llct;g 九

EF%lを算出 した冠動脈術変は内径旬%以上の雲

賞澗袈曜を有患とし程却原償審疎放を却価した

• B~伝医制大学館ー内制

浩・ 早川弘 一・

心努曙.. 発忽後1年舗の臨床経過の秤値倍。う勺血

告患心不Z金併発例。 '0パイバ，術施行例心筋梗塞再

発例ならびに運動樹容能不良例を経過不良とし，それ

以外を窪遇良好とした

統計処理は Studentt--t耐とが国包を局いた

E 鎗 果

" ) 連動時附 (ET)と左室駆歯車(E町@関係

〈恩〉

全体に ETと EF0:>1・1o'l1:1ま有憲な相周は認められ

はかーたが 1隼後の臨床状信不良例(9例〉に芭冨

ET (se.:) 

1500 

。
50 1∞EF (%) 

・2年後の信康状態 ...ell
。 '・ ，..， 

0-9 R-O.6582 

図 1.0... level u:官活"testの ET(ex貯 ci.etime) 
と EF(eject.i.ω 宮市ction)の関係
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LLET (匿復忽)~t'>以下の盆例表2
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す"と r_O.65S2と有S院の正槽関を慰めた (P<O.05)

EFがともに高値を示す震には経過良

好例が逆に商省とも信鎗を示す2障には屋週末食例が

多い傾向が忽め勺れた

(') 還国賜M(ET)とa隼"の趨床経過との関

係〈褒， ) 

遭覇防時簡を720秒 (4.2M町、に繍醤〉を携に時

位分け，短期予後との関係を褒1に示した ETが

す包砂以上であーた"例.."肉'"却は短期予後良

好であ勺た一方 ET7四砂以下習で1-:.E'I' 721砂以

上湾花比ぺ予後不良例が多くお例...，略 (33%)であ

ーた (P<0.05) 

とまた ET 

同函]小計

Low level exe開.....巴〈回復期〉と予後との

関係

は，窪劫負荷主£』検慣むを均苅!運勤民主金までのリハビリ

テ恒シ，ンの巡行度ユ身体忍性;東相宿恩'"省蹄t農

協"どに盆例によるぱらつきがあるためと考えられた

遂勤時聞が盆レマラメーターの中では予後推定に是も

遣していると思わ札とくに<2沼ET.以上と成績

良であ北側の予後は認めて島守であ。た しかしな

がら 4.2MET.以下を末した箆衡の償問孟予復良好

であり 心筋..，毎回復期の運動酎傘筏不良が短期予後

に竃接むすびっくかどうかは町聞であり。運動負荷鈴

験の成議事'J~ICI剛圏点が残された

〈町運動防聞官沿ゆ (4.2翠'1.)以すE曜の検討

表'"ヨヨ崎玲間 720秒以下24例の回際~を示ず g 

例1から8が予後不良悦症例9から24が予後良好例

でおる予後不良欝は良好欝に比ぺ;W;:í~ (5S:!:8At 

VS5<会u歳).EF fIま鐘("土14%VS 52:15%) 

ET"僅 (370土'"砂 vs407::233砂〉であったが銃

計学的有窓釜は..められなか勺た左."，運動異常を

示したのは5例で s例が予後不良. 2例が予後良好

であ，た 予後不良欝の鎚% 予後良好2障の13%が望

遠動異常を有していた位差をみると女性は予後不良

鮮の'"払予復良好講の19%を占め。両球閣に撃はな

かヲた。

表 1

~ 

n 
u 

Pく..・6

伊一曹・1ι

沼

1・
.・テスト

2 • 
岨園田の日町

E.・"皿山凶.>'208
=抑砂

急性心筋使蓮昌，.. "ζ徳行した'"負荷運動"'"成績

と短期予後との関係を検討し次の鰭2衝を得た

(1 ) 低負荷運動鼠"成繊良で "2METs o上を

示す例では1軒担問心~ ..~胞の併発は極めて

舗であり短期予後良好と准定できた

愉鎗

:a 
心筋度島の低負荷運動，，，.と£倶飽の関係について

は以前に造教室か..密告されており，運動E寺市冒険s短い

仇 STよ昇例でゆむ.. 能が低下していた今回は運

動時周と."，後の糧期予後について検針したが運動

舗常E 

防...左"躯歯車年2血性豊島左室盛運動異常と短

期予後との関係は著明で肱なか勺た との原信として
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(2) 低負荷運動成績不良例でも，;剛志1年間 ζ

腿 r必J1.C!v阻旬はなか。た

(3) 短期予復不良例の特徴として他に左盆盛運勧

毘 録 '''' 
異常忠也事低僅!高齢者三回多い傾向があq た

付) 回復mの低負荷..'"伝験成績不3異例の拝借に

は充分".，.を要すると考えられた

虚血性心臓病江対する血中乳酸温度を指標とする運動療法

吉 国 II 和・l 広木 忠行・ι

荒川規矩男制図中宏院“進藤宗洋“

隠じめに

近年虚血鐘心R~!乙対する運動袋詰が注目されて

いる"が，その具体的信方法については必ずしもー定

していなか いずれの場合も蓮動強度俗."ナ'"索。廃

""又ば.憲大心拍数に対する百分率で表現する方法

がー般に用いゆれてい~Þ"， しかし ζの方法捻tt，食

者"最大努力を強いねばならず，.血性心情病患者を

対..とする樋舎には危険を伴う可能性があ. そ乙で

表々は邸中現政健かり最大酸葉領取量の約却%に対応

する .!erobiethreshcld"を運動強度とす.トレーュ

ング詮を考案し 虚血栓£罰規!，，!者につ小てその有用

量について倹射した

Z 対象と方迭

対象:虚血性拾繍腐患者8名を対象とした年齢は

"'"から64..事均56"，で全員男性であqたそ@う

ちわけi本安定型労作佳後地震 2名 発 作後 2_'カ月

経過し合併盆を有しない際間後心筋使'"名でl 全員

~隙カテ テル検査及U鬼i<働環途彫と志玲窓造彫を

接待した 金仮定.. ，農民l後以上， 7o%以ょの有ヨ障の

狭窄を包治たが!心室簡を有する例ば忽か勺た薫物

治g慢で"坐例がカルシウム捨銃剣色 "弘治拷畿型車

硝磁調をトレ ユング"より終了まで緯線してRmし

てL、た しかし，翠断剣を眼用しているものはも、なか

弔た

翠動負荷誕..運動強度決定のための運動負荷院綾

・2 福岡犬学E堅幹.億二内利 “間運動生事

は Lωd社製の自倍率.ルコメ タ を使用した漸

増負荷法を周いて owattsより 4分ととに 1か_lS

wattlずつ負荷量を増加しI 患者の夜労感。申等，，.の

胸痛，不整".. のいずれかの出現を中止基準とした

各負荷ごとに心拍数血巴血中筑敵漫度主程的強

度呼気ガス分析を行，た

刻定迭 血!EIま水銀血!EItを周L、。聴怠宮告で測定し

た 血中乳政議度ほ各負荷の8分30，多言に琴桑より20

"復血い R，昭，be社製。LaetateA.nalyz館“。で測

定した主眼的強度l急 Borgの強度舗を小野寺たち"

がE家繕に釈したものを用いた 呼気ガス分析"し各

負荷の3分目から4分周までの60砂間ダグラスバヲグ

rc:~'"し 祭気震を"閉霊レスピロメータ -，0.. 

CO.温度を B館k.岨社製 MMC内鼠0)OM-ll， 

LB-2で分訴した

な告。呼気ガ気分腕の直前にあらかじめシ，ヲンダ

ーがス分街~で測定した既知の縁関陣ガスで骸正した

トレーヱング法 トレ ニユングに11，'"ナーク社盟

自配車エルコメ ターを使用し。 1困問分，遍:1@).

10週間行ヲた S名の熱線審がE認により血.乳酸混

度と .. 動強度の関係グヲフより A町 bietb周回d

を決定しその平崎0・を運動強度とした トレー品ング

中の心.11図陪 CM 51湾海で毛品ターし 血庄は長初

公分間三 5分どとに 後半は10分どとに測定した

推It撃的検討 トレーニング効集の..耐に依 p・"・d

t一回tを用いた また PくO.0.;を有."とした
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還動強度

運動強度決定時の"忍負荷量'三;50.....120岡山(50

watts. 60 W&1II， 10 .. attl各 2名!

1 

1 105 watt.l 

2名〉でお今たが金例内1・法により120 wattll 名，

A~fobie threshold 

酸は負荷量で 22_ω"'I'UI. 平均 33.4WMtsで9

9居侵取鑑は平均 12.0mI/kg!mil1で~，た

トレーエング効提

A.erobic threshold が決定できた

• 各負荷量応対する各症例の反応唱をトレーユング前後

で比叡すoと(綾川心拍殺と RPP，孟いずれも低下

• • 8 

t 
atter 

I : MUD品問

トレーユング前後の間 負荷量tζ

対する諸国子の変化

表 1

間'RE 

'"全，".主.
トレーエング前後の ACrQbicぬ"司h，Mに

おける重量*mn!l:の変化

悶 Z" 倉~1=18

，<， ω 

，く'0.01

虚血性心属病患者に対する運動護法のトレ ニング

法として宅建々の周いた方益弘被没者の主視に怠右され

Aerobic thresboldとL、う客混的所見により謹噂

さらに後段者を運動能の極最近くまで追い込

まずに会側の運動強度が決定できた従来のd最大砲禦

侵攻量や是大ないし亙最大心拍設でili動強度を決定す

る方法と異なり 後検者に金大努力を強 、る必要がな

'考察及びまとめE 

ず。

を定め

"' 
" ，<， ω 

p<O.~ 

日$土，.， 

..，毛，..

u土〈弘 1

lS.1ヱ..，
，. ，曇士。 ω

11.3:1.$ 

罰'..<<n旬。鍾"/ml固〉
S，..toli.叫 p....n，

(..mBc) 

恥…"…(Xl0門

P....i叫・附山.
。&奮闘-)

~陥旬例制'/Q

0"1"''' OO"'Ump山田

1/lI1io ! 1.1:0.1 
W何回.. Il~.4 =2. O 

Respi..岬・xobu;o; 1. l~叫倒
"巳a・t

o守開 畠 "“ (m.ljl) i U.Oま，.， 

135:凶

"・全s

2U:l:18 

15.8::0・
~.5:!:O ・

一間一日間

地別同学的 CI"J，:有窓筆i孟留め切れ

収"'..血圧は

する傾向!ci!).，たが

方。

勾まSE~めか切 156 ::l::6 mmHgへと有窓に低下した

166土..血H，(平なか，た

A.erobie 

媛大

者是々がトレ四品 Y グ強度の盆績とした

<h.筒holdば辰大政案炭"呈の釣50%1(総当するが，

通E寄ら"は中高等者を対象として 50%VO. mtu:のト

レーユングを行いa最大織票m取量の増加を，密告してい

虚血性心損晴患者を対象とした本研究では，

破棄m取量は測定してい江いために比絞ずる ζとはで

倉fよいが， Ael'Obic thresbω'"有怠に増加した二と

支援助強度も 15.8::!:1l. 6から 13.3土1.2へと有怠にほ

しかし旨農業自慢取量には変化lま毘められはかq

血申乳破損..は...土0.6固皿。Tl//かる 2.9::!:IU

へと有憲制，'"下した ガス交換率は.1.12:!:: 

o ωからL悦土0.02へと有Sに低下し 0，

21.3:!::1.5mlf!へと有，に

く極めて安全である

下した

，. 

m.ω1/1 

る開。叫

ば 24.1)土1.7 ml/lから

好気的作業能力がトレ ユングによ，て向上し

た乙とが示唆される

かり

は 12.0土O.9血J/krJ

へと有怠に増加し13.6土1.0 roJ/kll'/mio 

A.町 b阻油re.hold増加した

かり." 

ζのトレ-，ユング法の心吟士事，.に及!ます効果でl£

奴""0血廷が有.ζ低下し心檎歎I主主主，j;の傾向にあ

た(図 "

なお各症例の体11はトレーユング鰐L布中に宵'"の増

援を示さず&か弔た
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ーョた その紛泉氏ppほ程度に低下する傾向が包めら

れた 清水;"!孟乙れと閉じトレ四ユング強度により

高血匡の塞勧銀注を行l、 有愈の降庄と血~プロスタ

グランヂィンEの増加を慢告している ζのように本

研究ば金( pre1i凶 DU;<tであるが塵血性心縄縛'"置

に対する A官。bicthr<!叫."を運動強度とする運動

mit.=して臨床的に有用であると考えられ今後更に

径例を"ね代謝と循環の両面から研究をaめねば"ら

ず"、
支隊

1)αa.wsen J. P.: Circullltory adju$tments to 

dynamie elo: ercis~ lllld effect oI pby.ical. 

trnillIng io Domal 制 b，関u・必Idin patienu 

..山創刊naryarterr dis殴 n.P:'1)，gr. C釘'"。
首 位日5.18 叫 1開

めC<>bbF.R.ct al匂 Effeet.s01 tl:crcise 

trainiD~ on ~組trieul~r IUDetioo 10 p!ltienu 

，..ith ~目 t mY~lIl 凶fnretioll. C九roUUlti個

“1ω19S2. 

包 録 総"

め田制jA. A.，e川町leetsof 12 month. 

。fiote泊目 cxer.::，sctra，olng 00 lS珂hemie
ST-segment depre臼 iOIl io patients wit.h 

ωrODary artery disease. C民叫atio同“ m崎

1981 

4) Sl<inn.r J. 5.， et 41.: Tbe trao.iti切 from

加。bie¥0臼&er<lbie叩凶z凪 Rese:!.rCb

Qunrterly For Enn:is陀 釦，dSport 51: 23~. 

"'" 5) Bo~ G. et al. : Pereeived ex....tiOIl aod pulse 

山 duri略 gradeduereile ill…叩

.'叩 A~ M込山田:山間

め小野寺掌。他全身持久性運動にお妙る主健的

強度と客観由主主度の対応性 Ratiq of隣 rOl:lv

必 uertlω の担点からー体育学夜九 "

191.1976 

η泡扇察洋!他 中高年者の自転車エルゴメ ーター

による50%守O.mIIlt 強度の60分イ間 トレーιン

グ体育科学 2: 139，1974 

8)構永明I 他蓬勘"援の''''効果と体段位習子

の変{じ高血a6:43，1銘3

色性心筋恒塞回復期患者の運動療法前後白 AnaerobicThreshold 

野 図 省
ー・:

害多村

近 震 照 夫'¥ 積 図

宮 ロ 和彦“加 蕗

はじめに

1973等、 Was・".咽も叫によ q て弱含された呼気

ガス分析による嫌気性代錯間借11(aoaerobie tb間 hold，

&町のa想定は墨働生理学への応用かり録返では虚血

性心疾患患者の".. 耐容能評価などにも広く応用され

るように忽qた 寝々はj以前より急性心筋使"01復m
患者に対する積8量的な運動療法を実箆しており， ζの

運動g法ゆ前後で実施した"腸dmill;運動公"均の呼

気ガス分析から ATを求め，選動銀法制後での成績

.，名古且大学医学..ー内科副大刷局院・.""将

治

充

和

郎事¥

弘事

軍事事 e

都築雅人制

外畑 巌・l

認策実紀“

を比較検討した

Z 針 ，. 
対象は急性心筋綬塞回復刻 C遅動..践を実施した入

E定患者"名(男25:t.女1名平均年齢51.0土'.2愈I

MI 1<:)である tI!l12爵尊心電図上では"名が的壁

使，"， .名か中堅使盆であ勺た稜々の定めたプロト

ヨール'>'"IC:従qて順調 C急性期I 亙急性鰐リハピ 'J

テ ~ . ンを纏行できた患者"限定し 狭心Z 心木

金等を有す毒患者ほ徐外した心筋複.. 発霊から運動



開

" 録
事法螺絡にきる平均回数は43.0土24.8目であり!平均

illb!R話鼠間信27.3土7.6自であ勺た 対照として心

~.!.1lIJを有しfぷいと思われるE草案の (seden比""，) .. 

常男予14名(平均年乱28.9窓!後稲野)をmいた

E 方 造

還動家法はテ ν〆 ター量百足下に褒aに'"す運動強

度袋に従勺て "ωdmill歩行9分間，階段昇，.，分

間，および週間製法府の星外広場を利用した畠虚歩行

別分間を 1単位とし，休Eを局令書午侃午後に各1単

位ずつ実篤した運動策法開始噌および還動療箆矧問

中 1週間どと It~長 l の もし〈俗修正 Bruce法。のプ

ロトヨ ルに3走。た treodmilliI動鉱換を実施しそ

のつど完了し得た最終袋婚の 1_2Mets下の強度で

運動するよう運動旭方を行勺た TromdmilI運動民殺

の白線心街2設は原則として運動3護法凋始均に陪'"他/

分とし!その後 1必旬ごとに 5.....1C錐ν分ずつ地加さ

せ運動議語絵7時に注年音色J!IU医大予測僚の筋%以上

とした

表 1 A prot<><刻。flow.le~el 阻d sma!1.;国民司阻t
t制 millOJ<.rci"~ testin(l'耐b0:叩
uptnke-equivnlcnt two..st.p .玄'"沼~

一:.5 ~町寸. 叫叫1
1.0 "，，，h(l町

，.叫町
l2.9... 19... 150'" 

0% I ' H 

s .. "血"吋1町 .，普' :も .. 
‘ 

I. S..ph(!.~) .. 子園 .. " " 5 '"皿ph(3.!) IO.'l) I :1 " “ • !. S "ph(4町 10)'6 3・4・7 同

T '-'皿ph(4町 2・5桜 .. 調

ー
'-'且"(弘町 16)'6 M 

日 Kilome'""戸 rhour 
Nu..b.n \時，~・.....1'目白山 ~u..l>en 01 ..1卵

畑山剛副四泊i

この平均生還aにわたる運動家法沼紛後で''''''''

mil1運動銀袋持"連続呼気ガス分野宮菱自1(7タダイ')

カ社製エレクト司メタポヲ- B~[S 6∞)を用いて呼

気ガス分肝を行勺た呼気ガス分街坊の'=d.山運

動としては愛1偲示すプロトヨ Nを周b、~設倦 2

分閣で実錯した 運動仇運動中 1分どとに政実何時取

'"刊"，)および断換気lJ:(V.lを求め W:¥Ssernmo

らの方主主"に従唱です.~Vo. 歯織より AT を求わ 乙

最竜野産学第"@.第"号

れを AT点の v.で表した(VOzn) また沼"洋

2晴名中14名で運動'"楼2をに主主遺影を進行レ "-室駆

出事を求めた 種計学的検定には運動袋詰前後の比叡

に pair!d t 岡弘健常者との比叡に nO!l~副"，1<

結"を沼いた

E 結 果

図"ま MI電撃の運動療法前後のす0.，，1'を5章常"の

すDu1'と対比して示したものである MIi草の平均

マ。'"信iま歪動議桧!ltrtlf13. 9士2.5mI/l.:g.mio，運

動家詮設が 11.2::3.3副'/kg.min で~り ! 健常E患の

平勾 v"げ は 17.2土'.1血Ifkg.millであq た MI

2障の運動療法後のす。宮川信ほ遭動療法網に比し有憲

に増加し (P<O.OOl)，鑓調青書草の守."健とほJZ同等

と広一，た

一
ilzh114115 
」叩」一剛一
一・-t.._J  防叫

開1II ._" 

阻 1 Auaerobie thnshold before :md ufter 
physical trtlining 

MI群の Vo，u 健法運動家弛，"，後ともに年齢と

有患な椙腐を宗主なかった また運動集能後に左室

遺影を鐘行した"名について運動家法後の VO'AT 依

と左翼理出事との関係を検討したが，相思担調l本得ゆ

れほか'ヨだ

IV 考

'" 
運動"力の野信方法として俵大酸雪提供険事 ('Vo，

刷心は有用な指綴とされ.がI 心疾患患者での測定

は園短である ζれに対して命。，..は守匂." と良い

緬閲をもっとされへ運動幅力の客観的かつ定霊的山

得額として心便運患者でも安全容易に訓定可燈であ号

表々の行ーた急性心筋複塞団復刻患者での Vo，n の
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.. 定もl例の..プルもなく安全に妥結で舎にそし

て運動復告書鏑後です句"の有.忽泊舗をmめ還勘

疲接"よる身体遺怯の改善が示された HI.撃の運動

家桧後と."，専の平均 '"τ 舗に隻がなか司たが。

とれば主として MI型車It:t.u-a能信下省が少なか

雪た乙と および健常Z撃としてE頃M り活発注身体

活動を符，ていえないも@を周いたことがIJI闘している

と考えー，hる ζ の点については逮場，ω も蓮動集

接により"血性心疾患患者の寿像通性が規E略的遷臓を

していなL、鍵術者より晶、レベルに包る ζとを指織し

てい. いずれにしても。合併症を有しない急性心筋

寝室患者では閥復婦に積極鈎也選勧康法を"う乙とに

より凶縄刈，.，の健常者並みに低a聞に対する身体

遺色を回復するζとが可後と考えられヲヒ ζ@還動調民

法による守衛川@省担厄 守偽M と左盆恩幽寧とが

報提し匂か，たとと等より 心1!./1)~支.よりむしろ

翠動51詮前に安値傾司にあ令た骨鎗"の.. 動謙虚によ

る充実・の"'.. 効果が大きく関与してい.ものと思わ

れる

結 霞

L 急性心箆使.OJ復m患者，，~に事均4遇胞にわ

た，て還動後径を行¥'. I¥Ittで，....副U運動箆験

を実錯し呼気ガス分併によるaIIlW'Gblu也rahold

0T"'AT)を求めた

. ..動観法的後で申。，.，陪 13.9ま2.S mI/kg 

記 .. 舗"

""かも 17.H 3. 3 mI/lI:i凶 aへと有旭区増加し，

同句w7の健常宥の.~.とほぼ岡等とな勺た

s 逼tl.;.去による'9"."u増舗の.....として骨格

筋の敵無利用の効率化が.，・している可能色説得えら

れた

文 献

1) Wu・智也縄 E噌.乱 。4nM"Obietl:，r，回bGld

組，.沼pin.tGryPI nchni旬 dllriug

低 血a・aよ Appl.Pb，.・i札嵐広民"，.

勾 8・tGbata1.， et此 P.腸crip信組。"也劫llit・ト

tln tw。ーtltepen国・・ ...itb・low-lenl

"・admHlnercile te&tiDi IlI eud.i.，. P鼠.tienta

Jpn. Cire叫 J.'1 : 708，1983 

事)返扇風九億急性心筋使.. 毘復期患者の遷路復

径の鎗呆ー運動"対する稲E呼吸系反応による検

rI. 冒内金箆 72: 11l'札 1983

.，'"旬bataI.. et al. : W ork IlI匂四itiesof 

dlff町 n'図 。desof nercite 色舗tingltl

dl.ni叫巴民Jpn.Cif<l叫 J.'3 : 161， 1979 

6) WeI回個 .....・L:RIl叫同副'"'何回

出健闘。f.自民"'岨帥z・拘置。bie

'"同boldl旬 dlD&Sim.al 0lI7em IIptakll. 

J.5p岡・ M僕u・，，..""
6) .11信事色他虚血性心夜息の霊動.. 法ー

Trainabilityに関する...的検討呼吸と循1I

紛 659，1腿L

運動耐容能と循環カテコラミン

児島俊ー・ 経村尚俊・ 橋本 文 敏・

西島lI:隆・ F巨

'者 官

われわれはζれまで運動中の繍頭指テョ， ~ Y(CA) 

の夜勤について縄告してきたが叫割目今回は健常E揮さ

よぴも袋息患者でそ@運動樹容鑑と・，.>>テョ，ミ y

.北1・温夫学祭学・・..内将

JIl・ 安周!I! -・

の医動との関連について...ずした

Z 対 象と方 議

対・lli，健信者9名〈隼a信事均"縁)，各種心疾患

患者18名 〈引銀〉で， NTHA .旋分舗で怯E度 1~， 
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め "み"安静喝のdD.，*，~'U臨鑑の蕊常よ隈である 2

m)!!Iを忽えた座見詰での守的と，急上昇均点から求

めた AT での.~とを'"駁してみると臭い相調慣績

を包めた(，・23，r_O.919， p<O.Ol) 

換算健により求めた金大.~ I主 健常者£疾患

者 NYHA.l.lI.m度鷲でをれぞれ 6L5::5. 3.， 

土3.i，羽‘±・ 3.21.1土2.3 (mJ/kg/miQ)であ?た

g換算値で求めた AT Iま 健常者，心廃車患者でそれ

". ， 

". ，会4.1.16.9全3， 3，13.4=2.6 

であ令た a医大令。..ATいずれ b

NYHA. 11 度震とE度"~Mで筆がなか，たが， 他の

すべての欝咽で有意のJ!(p <0. 01)を包めた

図Z に.~星島陵地にお貯る血気ノルエピ'*? 'Jン

(NE) ~限度の夜勤を示した 運動中 M 程度の還動

強度までほ NEの上鼻"少江いげれどb あるνペ

ルを忽えると急援に上晃を鯛拾する つまり。 NElt

自には.u.と同S援にある踊盤が忽誕生される 心疾患

.，.者ほど急搬な上昇棚始が低い蓮動強度で見きれる

ζとがわかる 血"NEが 1低"WmJを鍾える.. 

勘峰震は心安皐:ltl!略ほど滋少している

姐2でi孟健常者怠よぴ

ぞれ ω0土"
(mJ/kg!国的

そ

咽

ら

で

ド

と

度

問

看

m

M

M

一

E

U
 

白

a夙

I
晶

V

心

の

'

略

者

引

制

・

-m

旭

鍵
昼底

た-
O
 

勾

て
7

し
k
m
 

比

幽

可

を

aw
治

勢
釣

S
m
m

a
の

ぞ

度
れ

調

NYHA 

E度 7名， mll: 4名であー，0

方法はe トレヲドミル ζよる 3分斯増玄週動負荷隊

輸を行い遭動@・.，，，三，.撲目Eより，遅動防畿の属.. 

と忽，た点とした 血中乳陵情，血段 CAa民

I:t dopa幽且・-I-bydl'<l:tylase(DBH)罷怯も

ぞれ""'，.社製乳E極分旬階建費11.高速液体タロマトグ

，フィ ーによる THI髭う"舎へ永怠日'"金!巴より測定

した。溜定のための~血は 安@立位および各'"皆 2

-3分自に行，た各急措の翠動岨度".若年の健司言

者を用い.ルヌ"錐..ォ4トシ司グ齢によ，て測定した

..索摘費量 w・0に換算して褒示した

遭E闘によ.最大心街銑金大叙.."血匡は健常者.

心侠怠 NYHA. ('， n. IDo:でそれぞれ 190念lf.164土

忽. 151:1:37， 135土24(hp慣れ

u，土%5.151会2lI(mmHc)であ，た

血...政信は，断増弐運動負荷試験では

強度で急識にHIす.ことが知4られている，<“'

の点す"わち.6.PerobieTlIr酋bold(AT) bQいは

Lal:tate Tb.r句bold.1主連励。~lt酸"の夜勤を描出

しその急設な」ヒ昇を凱鎗ずる札すなわち""点によ

令て攻めるの忠トー"釣で~るが，より客調的にするた

血

それ

結集と老後

'98土16，191土箆，

ある運動

ζ 

z 

-一一一一一一一-

z
t
:1
1
2
 

.薦 出耐 ..  ・(90，)

トνヲドミル還助舞鶴各段鎗での樋需拡者およ3心疾患部YHA.I. n. liI ~C$， 
.，尊におけるml京ノルエビネフリy議度 8・..民話2・誕・di&odBno肌." 
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間

量
、
Fh
Z
E、
E

間

• • -・...111.量

記 録 醐

• • • 脅.-
翻2 安砂時. 'T時および盛大連勤時での鎗常者および心疾患患者 NYR.A1， 

II，lD:!!:S草. 4群における血疑ノルエピネフリン怠皮の変動

に AT時の NEの上昇はわずかであるが金大運動

玲の上昇ほ著明であ。た ι、疾患の重症者ほど低い逮

動強度で NEの上昇を包める念大窪働時の NE値

は健常者で4嘆息患者より犬伝る傾向はあヲたが

有...ではなかゥた

運動中の DB蕊活性〈μMlllmin)1'1.その変動は

少ないか!健常者(10名).心疾患 E者 (8名)で安

静時それぞれ 42.0土17.3.47.8ま20.1最大遷勤時そ

れぞれ 44.0土2L4， 52. 2士30.0と有意に増大した

図れこは血娩 NEの変化率とエピネヲ リン (E)，

DBHの変化寧とを健常者!心疾患患者で比駁したも

のを示した NE， Eの変化率が従軍者で大である傾

向がわかり， DBH話役の変化事悼6達者信者I 心疾 Fー患

者ともに小さい乙とがわかるが， NE以外の交感神経

活註の指容であ忍E，DBHt>運動中l1:t1NEと同様

l乙上昇した

周4ま最大運動が終わ勺た後の回復期の血侵 DBH，

NE， E OJ変化を示したものである弘血J1tNE，Eで

は，比叡的すみやかに運動によるストレス@修得が回

復するととがわか. つまり NE， Eは DBHより

も速く代紺されるζ とを示している

われわれは とれまでにも健常者ならびに心疾患患

者の連動酎容能を野信す6のに.AnaernbieThr目 hold

(A町が，良bサ智..になり得ると徹告してきたがベ

との僅は安鯵均す"わち蓬動 ζよる俗気佳代劇の彫智

を受けない喝の正常上限の値とよく相関した 一方

.定.. ..息阜.
e6 ・.4m  

お

，、

-・ "• 刈
島

<< • 
1.，. 

俗6 ・4

z 
凶
。1

-医
<< 

• 

。 . ，・ 1・ 0 ， . . . ，

血1:1.1-，，"'"ぜネフリ v 【..皐}

図 ， ，医大渥動での血銀ノルエピネフリ〉溌度変化お

に対する血"-エビネフり，A皮， DBH罷性愛

イt滞の比叡

運動によ勺て宋続皮鹿温度変化を伴う信mc.の滑加

ゐ報告してきた" 今回 'Tを超える"大運動におい

ては心疾患重症者ほと低い守.で NEの狙却を包

めると乙ろから NEの急隊に上昇す.煮を求めると

とは:， ATと伺犠還動酎容能を知石目安にえZると思わ
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れた E.DBHでも表大運動では有患の増加を毘め

るとζろから 乙れらの夜化は運動というス トレスに

射す.交感得経系を介する生体の防衛反応の温であ

ると息われた

野鎗

血"'自"(定化事}

運動耐容能と循環

の紘2貨を得た

1) ATを超え.週動強皮でi;，NE !三急百般に増加

それは心疾患温症者ほど低い連覇防強度でみられた

2) E， DBHもまた最大運動では増加を示した

')ζれりの乙とから NEの愈滋な増加点を求め

る乙とは健常者心疾患患者の運動耐容能を評価す

るのにーつの描却となり得るとともに. ζれらの現象

は生体の防御反応のーつであると恩われた

との関連について検討し次

総文

c. 

g号.. 

し，

a鋸，.，ピ.フリン{定化事}

100%. 

~O%' 

1) Nish羽田島 H..et 41. :αm叫師個持:rtn 60 

Number 4: 2:14，1919， 

2)児島俊~，他呼吸と循III

3) Minami M.， et al. : Cireulation 67 : 1324，1983 

31 : 1四1，醐
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現
齢
制

amAY

温
勘
後

3
A苛

K..et ru.: Am. R .... ， R飽 p.Dis ') W鎚 serwau
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還
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l1Z: 219，1915 

5) Matsumura M.， et al. αrωLlation伺 gω，

1983. 

血提ノルエピネフリ>，エピネフリン橿度，

DBH活法のa阪大還勤時を1∞"とした時
の還動後の変化事

是大沼勤時に〈砂べての変化事の有意住金検ほ守した

国4

労作狭心症患者白狭窄病変数と運動能についての研究

示・弘西徽・内竹

雄・信崎尚'藤佐

情'千伊吹山ー・
量

浩様隆・山内

度化に運動刻容宮告を示す各種抱寝舗を周いるζ と会盛

んに行われてい;;;T.， 
しかしながら心嘆患患者の運動耐容絡の検討を行う

うえで考慮がø!fif•よ乙とは運動能に及iます加齢同彫署

よーて司医者;!1加婦が運動能"及ぼす影醤である“

に

近写. .，血栓£疾患患者の玄室皮を診断する巨的で運

動負宿鼠扱が周いられるようにな，た" 従来重重度

判定には心電盟変化が主にmいられてきたれ心電図

. 来~æ軍事大学療ニ内橋

めじ'" 
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を除外するために虚血性<.疾患患者にも使用可SEzg

負荷プロトヨールによる s，..，初回-t.i加，"， u引を

綾健康成人"行，た とれより'"齢"伴う運動をゆ

度化を求~.ζれらの正常人の健より得られ.年E!tjJg

予測値と労作表心忽患者の実.".との関係より 労作

狭心室患者の運動能よりみた軍盆度判定が可能か否か

験射を鼠みた

Z 総省民及び方塗

L 正常倉の網島成

伝負荷プ冒トコーール@正常値を求め§た調o.mいら

れた健康a人とは心療阜商血犀を有せず胸"玄線上

心鉱大をæ~ず安値"考心電m:æ:.:tK .8E.-匡Zルゴ〆

ータ ーによる.....荷民験にてa血性 ST低下を示さ

ない....ωtu1 Ae山 ntyを有する第隼“4障である

年働智男氏tZ20代s名，初代 B名， ω代.，名初代... 

関代 4名で!平勾年創!:!H. 9土9.a.であーた 各年

代閣乙有怠な身長及び体霊祭を隠泌す 平均身長ば

161.5主5.O~m，乎勾体震は“ ‘土S ・k，を示した

. 労作榛心a唱者の織成

今回の労作.. 心霊E者とは連動負荷@に虚血性の

STIf化を，.し。かっき集£鳴作が爵健司飽であーた労

作狭心'"患者"名である 翠動様途"'.て主要定動脈

11: 50，.以ょの族窄をー伎に"'<>るー後腐変息者8名

C以下 group1とすo)二俊男何度息宥"包 (以下Fωp

Eとする〉 三段叉拡左主幹働麻原町箆患者13名 (臼

τv佃， . とする}であり，金例.(IlfJJ!生であ る

年前1-=.39.より"/1.平崎年.....，土...を示し.

各欝'"ζ有志得体軍釜を毘あない。

2 翠蛤負荷プロトコール

選動負荷プE トヨ ルば電気倒動家圃転調陣エルゴメ

ターを用も勺亘書官者及び労作挟心盤』患者ともに m

wattより闘鎗し.，分ζとに 20...ttずつ負荷盆を

上げるプB トヨ ルによる s，..，持。園u1n:Utedex智

"R‘局tとした

"n;:!l.v盆患者の負荷中止盆皐として ST 低下~. 

.. 心拍."まmいず.，泊.deS"の検心与町私収縮絢血

圧の 10周回H，以上の低下旬の限界1"え幽現時まで

翠動負荷を符，た

a -最 間

E 鎗 a匹

1. .iE~信者の翠動鷲容範と加闘の闘係

正常者の翠動待，.時閣は'"働"怖い.. 少を示し連

動持続..，.・25.01-0.2OGx隼齢ま3‘分.r..-O.51， 

P<O∞lを示した

.，恥鏑~.. 回目歯に体い根少を示い 金凱ゆ臨z

200. 3-0. 18x.ii手量土H.5/mi民 r--O.53， P<匁 ∞1

を示した

ruで求めた毘婚式より得切れ'"常者の年齢別予

測遭働時間及び最高心鎗放に対し。針作放心症患者@

実測値が何"欠損するかを"'.るために E豆町宅..

Time lmpairm個&及び H・I"tRate 1m戸 irmeot

を求めた

...聞..，吉田.1m戸irmmt(以下 E.T. Lとg告す3

は下Zまの第俗文よ

E. T.l(!.ρ 

Heart Rate Impairt訟畑氏 a拡宇 H.R.Iと略す)

ほ下記@第幽式より計算した

. ，階"後<<t患者の退治田容..【"."鳳〉

，砂防狭心盆患者の E.T. 1. 11 rfOl，lp 1 2. 1 ::!:18. 2 

先;.Ii'fOUp II 18.1::1::29.0%. rrωp m (6.5土18.'

Mとはり 狭穆本散が多くはる l呈ど， E.T.I.f!ti大

と忽り "ω"と.，.."は P<O.ω1.rro¥lp 

.1 R61at誕旭・hipbe-帽関:lldiI:..  岨""""""

位 向回田町山"凶，.回u
with ef!'ort・"，.・

E‘5TH ， E. ..耳、i .… vo. laa:z 調阪

Em--，・z ..，士 ". .・宜..・ K'土色‘

m・-pTE Z且 I~ ZlI.骨 ¥1，0:1:1・.. 国串士ιs

F・・.・，zzz 4且畠.，且・ Z且1:1:..・ lt. l~且 E

I守，・.. "・ " •• 
...・.. • N.' N.S . 
I •. •. D N.S. N.II. 礼&

叫 [;3f;?M…'."]



第" 包 録

n c gro¥lp温は P<O.02の有意窪を示した g:r~up 

Eと groupn 聞には有憲登を認めはかー，た

労作3史心症患者の H.R.I.l玄gro¥lp1 12. 8土12.6

%. grQup U 16.0土15.9%.grollp m 25.2土9.9%

を示した group Iと grcupm には Pく001の有

"盆を極めたが， ，ro凶， n と rroupm ~.'l，及び

group 1と groupn簡に'ま銃野学的有意差を認ゅ

はか令た

F，.の 1101110&"="より求めた '.幽玄 l孟group

1 26.3土4.4mJ/k&'/roio.勾 grou.pII 23.8土6.3，group 

m 19.2土'.1を示し，ro叩 Iと grGUpmのみに

p<O.Olの有怠縫を示した

][ ，考察及ひまとめ

還勤負荷民裁より運動碕容銘を判定す.場舎には.. 

大Z捜索夜放置を測定することが理想的である しかし

ながり箆伏を有する心疾患患者乙 Vo，ma:z:を実謝す

.ζと拡~aであり，非実用的であると思われる そ

れゆえに今包著者らはー定のプロトヨ ルより得ら

れる亙常者の年前署運動予測健と労作狭心症患者の実

刻姐との関係より求めた E. T.I及CJB.R.Iを用

いることより心侵怠患者の運動耐容舘"及ぼす加齢の

彫穆を強外し労作狭心室患者の還勃耐容飽よりみた

"""判定を主主みた

自伝.エルゴメーター負荷における運動隊容1をにお

いては. ，度検者の体重差"及ぼす影響も宥"する必要

がある今包の E.T.I.Iま... 稽亙を行吻ていはいが

ま提1に示したとと< F。率の凶11108'=より求6た

体重情正を行ーた '0，回 Z と比侵してみると.-v 0， 

mo玄は group1 と groupm 君津のみに有"差を.. 

めために比し，E.つr.1. Iまgroup1と，ro剛， mo. 
と;group n と groupm I障において有窓筆を包め

たよ令て今回の結果では Eつr.1は Vo，国Zとほ

最新医学."種目'"号

"同等ゆ窓穫があるものと思われた

今後は泊舗の影寄のみでほく!障害"嘗"位，，"剤

の鋼修習，身体コンディシ " ング等の有無が運動酎容

""及ぼす彦醤も考慮に入れ従来思いられてきた運

動負荷同電掴夜化に E. T.I及乙1 H.R.I等の運動

酎容総を示す指S軍備を組み合わせ."とにより，虚血

性心疾患患者の運動負荷賦験よりみたZ程度判定を行

う予定である

文 献

1) Frolieher V.F.: Enre凶"調 tiDgU p&rt of 

色.hen回 叩ableworlr.up before r情。o:un~dlDg

medieal or IU暗iealtber:lopy forωronary 

h鎚.rtd.isease. Cireulati姐 6$(Suppl D) : 15， 

19階，
2)、:VeioerD. A..1rt 11./. : Identification of patients 

w凶 left山叫山叫…

disense with clioical and u:肘ci$et四色

variabl四 A~よ C=liol46 : 21.19初

3) S:wωsb K.， et 乱 Eobn骨骨devaJ.uatiOD of 

treadmill test by m胆11.of騰。ri!lgbased 。白
血叫tivuilltea且4lyais個 dits cli幽限叫

o.pplic:atioo.. A Itudy of 608 pd.ti伺 ts..o¥m. J 

Cudi凶1.5Z : 1155，1983. 
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fUllctio!l ..ith 回 ximlll eJ:ercis~. Am. J 

ClI.I"diol. 34 : 154，19i4 

S) Smωlder P. E..~t 乱 Reproo.ucibility of a. 

E 叫ti.s飽.geneM  I!UI玄imaltreadmil1 凶 tfor 

自信句"ωlernocein‘'Ilgin& peet。ぼ"αrculn

t;on 48: 346， 1973 

6) FOJ: S.孔m，et aL : Pbysic:u activity and山

p~阻tioll ofωr悩=1bea.rt dI$e箇色
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鹿血性心疾患の運動耐容能K対する即troglycerin tape a>効果

桐ケ谷 率制谷口実ー帆

武内重五郎制 宮 原 康 弘 ・2 金 山正明“

はじめに

狭心発作の予防や還働耐容能向増加応対して Ditro-

gly喫riuoilltm白色〈以rNGQ)会勾町効である乙とは

すでに絡告されているがl刷。 Noo"使用注が鎌緯

でdちる とれに婚して血管略取舵rintape (以下 NT)

"使用接が簡便であり 臨床応用"適している そζ

で虚血性心疾患の窪動麗容能"対すQ 1>."1'の効果

について検E守した

I 対象と方法

対象信労作換地."例.，裏目性心筋綾)12例!無術

後... 血性心疾患"弘針"例で!男性13仇女性2例

である年働1:143...... 75. 平剛".であ昌運動負荷

は電気制動'"臥位佐官。酎出掛阻~.羽田a 社製〉

を使用し，負荷量は体重 2匂当たり 1wattより隣

錯し S分ごとに 10wattずつ噌盆した胸痛の出

現または心電図上 0.2mV以上の虚血性 ST低下を

もq て負荷終了とした NT は B本化'"縫製 NT~l

{nitrogly旬 riu5 mg含有〉で息者の前胸郎こ貼付

し 貼付院と貼付2時間後の2園連動負荷民験を鐘行

したまた 血 巴 12訴.. 心電区出1分ごとに観測

記録した

E 結 果

運動負荷前鑑の心物数は NT貼付前闘士1国分 貼

付2時間後69土12.分で有窓の変化{まなか弔た 平勾

血庄は貼付的 99土10.血Hg.貼付2時間後 91企10

mmBgで蟹下傾向を包めた

"動負荷開始祖も心電溜上 ST低下開始時咽(ST

低下 0.1mVをも勺て ST低下開始とした〉を比較

すると貼付前.分<0砂土2分錫私貼付後 6分

担砂土2分，.診で.NT貼付後lC有怠の延長 (P<

..東京墨斡箇軒犬学第二内科 刷績須賀S路面高胸民内科

0.01)を認めた(図2・) また，狼心症6例におけ

る陶磁発現までの時間ま!貼布前 4分T砂土1分'"

砂，貼布後6分"砂土2分32秒でNT貼付後の運動負

荷で胸痛発現の遅延 (P<O.05)が健治られた唖z
b) 

-岨圃... 自由..悶 ••• "・ m 聞

1・
F咽"・s

..， 

/'" • ". 

c0i ‘ 

lYず

• 一'- 一'-
鼠E唱心電図 ST(O下 図'-b 胸痛発現時聞の

開始時閣の比駿 比殴

Coou叫，，.，.路付前 ，.・p'" NT貼付2時間後

還動負荷終了竃後の ST(O下の合計を比叡す.と

NT貼付前 6..土a・10m(lmV・lOmm)，貼付後

・u土5.0=で，貼付後の運動負衝でliST低下

の減少傾向が包められた倉勾首'"でほ包か勺た

運動負荷耐容持..，ζついて比叙すると NT貼付後

"省略聞の盃"したも""例方唖8例l 悪化2例で

あ勺た全体でほ貼付f1J:6.0土3.0分。踏付後 '.5土

..分で.NT貼付後lご集荷時聞の謡史 (Pく:0.05)

をS包めた【園2・) また運動樹容盆 (w.以 t.mi固)

についても貼付閉お8ま184watt'aUn 肱付後'"

土185watt.mi冨でI 貼付後に蓮動耐容能の増加 (P

〈仏筋)を認めた〈図2b)

E ヨ暗 綾

NGOが運動酎容能を増加さぜーという領告はすで



醐

陪

愉

時

E 録

四描

'ι".n 

一回

'"・速動説容均閣の
比種変

吋r

，.，" 

'・・F

4・・
2・・
"・

--盆~・均
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図H 運動街容量の比
綬…， :-IT A.!if.tllil Ta~凹酎叩

に多数あるが白銅， NGOは役与接が煩雑であり，ま

たその吸収量は塗布される'"賓の置国"よ勺て呉fよ

る伺といわれている NT は使用法が置。更であるが，

狭心盆の連動樹容鐙に対する縄告ぽ少ない Th，包p

300"は miCMSealeddrug delivery nitroglyeerw 

(Nitr世 ise)を11例の狭心盆患者に使用しa運動樹容

施の増加を縄舎してい. 著者るの結果では心電爾

sr 低下@開始や胸"晃司までの時間は有窓に延長し

たが負荷酎容埼胞ま15，司中6例は不夜で 2開ま感

化した 乙の-..として， NTの使用量が金側荷量

(5 mg)であ，た乙と，および度調からの吸収"舗人

去がある ζ となどが考えられる

文 自民

l} DllvIs J. A.. Md Wiesel B. H. : The tr湖国同色

S最新墨学~"糧 m12~

。fIIlIgion開 tori.with a山 rogl鴨川

oiutment. AιJ胤割削 159，1臨

め Rei~h位N.， etal.:S協同oed e!fcets ot 

ロ;u喝，"捨n. 臥.~ω巴凶pa.ti切ts w;tb 

個 gm:l.peeω)rUl. Ci""凶utioll50 : 348，191も
3) Ka.nh D. L.，et a1 : Proloo~ benefit ot臥位か

glycerin o;otm，刷咽 elte=se山 町 国

patients ."也旬gmllp醐 oris.Am. Heart J 

舗弱11，1初8

4) Puker J. 0.，・ta1 : Efle.::t ot血=川glycerin

。凶，~色 00 the clinieal姐 dh阻叫m略皿e

開 spODse旬 e:ureise.Am. J. CardioL 38; 162， 

19" 
め Aw.園児ん.et al. : Ca..d;，似Eω1.ωryand 

銅山Oglll叫 actiOll1of血 troglyeerinoiotm血，

Chest 13 : 14ら1m

6) ThompsoD R. H. : The clinieal Ilse 01絞 u，
dermlU dellv官 ydev時舗 withnitroglyceri且

AD.giol曙 y:W: 23，1983. 
ηBroustet J.f三.et a1 : Preveutive actioo阻

，~h泊e e:r;er匂腸;""岬d個ll'iOIlof a topi叫

出町:1，酎ingel阻 d.t組。'""仰向l醐 e

raitrogly凹 nlleompound (L出 traJ) io 10" 

組 d hi.gh dosage.Nouv.pr筒 se.Med. 9 : 2492， 

1980 
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tI: B本海逗倶楽忽

回

会

【研突報告】

1 遂勤時の心拍数応答解析法による定怨翁佳狭心"の診断

E立循環"病センタ 研究所

" 名古墨市立大学第一生理

佐藤容男!下村克鋼へ大江 透へ鎌倉史郎'

経.茂久雄へ地図 正男ぺ長谷川泰洋......."...... •.. . •• •.... • (2臼')

'間内科心境創門

2 運動により ST上昇を示した狭心症16例の検討

〉削〈

研家板司洛図長土盤賞

制
何
吉

備

日

'

三

次

復

em
功

裕

学大

増

嶋

融

畳

一一戸

久

3 心筋痩'"後の還動による ST変化の径略的推移について

伸ニ増図岳ー

実関 (2，義的

徹1 山本

邑竹沢

三Z大学第一丹精

近高正士，山門

東山 懐，申野

4 虚血性心疾患の運動負荷における UpslQping型 ST降下の臨床的意義

筑設大学'"床医学系肉料

悠 家隆一 絵本線馬，麗園事室!悠闘 要

飯図啓治，小川 開，松園光生杉下滑郎

伊藤巌 (2651) 

5 狭心症患者における運動負荷後の ST低下の体表面分布

山形大学第一内科 ・名古屋係強衛生大学内科

八巻還ヨ児他国乙ずえ，五十嵐秀I 久保図

金谷 透!股間ー飢立木 倍。安井

渡辺佳彦・ (2係。
功

昭二

6 運動負荷.c、電図の偽慢性反応判定における体位の影響

ll-

紀久 (2民')

滑，井上

勉加磁

調，.週信病院稲原器内科

中島敏明!村山正博川久保

倉)11 寛小野彰ー!筏井



7 虚血性む疾患における V国 及 び E田の運動負荷による QRS説高の

変化について

ー観邸的指..との直接対比

. '"島大学第二内科

芳一，前図利裕，;0図孝敏I 相原 令

槽愛・ ('渇58)

4経島第+字書考援循環雲科

日謀

議

8. 4血性心疾患!とおげる遂勤負荷2-Dエコー法の趨床的意書室

..ニ!鈴木 修，土谷正雄

瑳ー (26伺)

自治医符大学循環器内科

明，高沢

叡先細図

椎名

柳沼

9 特発性心筋症のトレッドミル負荷

不霊脈と 8T変化について

邦武 (お伺〉俊，橋場

.. 鴎大学第三内科

宇都宮俊徳!賀来

10 心筋梗塞患者に対する温裕の膨窃

ー温度差とき色コ動作tζ勺》いてー

宏 子

熔ー '"関}

敏樹，内図

長範，新谷

..，原
藤国

昭和大蛍第三内科
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